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74　（74）

一
一
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
精
神
史
の
た
め
の
覚
書
一

板

橋

重

夫

　
【
要
約
】
　
一
八
世
紀
末
葉
の
「
急
進
主
義
運
動
」
は
、
一
七
世
紀
の
革
命
に
お
い
て
充
分
な
解
決
を
み
な
い
ま
ま
引
き
継
が
れ
、
し
だ
い
に
そ
の
矛
盾

を
深
め
て
い
っ
た
政
治
機
構
に
対
す
る
少
数
の
知
的
エ
リ
ー
ト
を
申
心
に
し
た
反
撃
で
あ
っ
た
。
こ
の
反
体
制
運
動
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
の
が
ラ
シ
ョ

ナ
ル
・
デ
ィ
セ
ン
タ
ー
ズ
と
呼
ば
れ
る
人
々
で
あ
り
、
そ
の
中
核
を
な
し
た
の
は
ユ
ニ
テ
リ
ア
ソ
ズ
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
そ
の
神
学
に
お
い
て
一
七
世
紀

の
ピ
ュ
ァ
リ
タ
一
一
ズ
ム
と
は
断
絶
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
知
的
伝
統
、
宗
教
的
心
情
に
お
い
て
は
ピ
ュ
ァ
リ
タ
ニ
ズ
ム
の
精
髄
を
継
承
す
る
も
の

で
あ
り
、
彼
ら
が
こ
の
運
動
で
課
題
と
し
た
も
の
は
一
七
世
紀
に
お
い
て
ピ
ュ
ァ
リ
タ
ン
が
解
決
し
得
な
か
っ
た
課
題
に
外
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
完

全
な
信
仰
の
自
由
と
そ
れ
を
保
障
す
る
岡
家
機
構
の
形
成
こ
そ
が
彼
ら
の
意
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
史
林
匹
九
巻
一
号
　
一
九
穴
六
年
【
月

問
題
の
周
辺

　
「
名
誉
革
命
」
は
単
に
イ
ギ
リ
ス
憲
政
史
上
の
画
期
を
な
す
の
み

な
ら
ず
、
精
神
史
の
面
か
ら
み
て
も
一
つ
の
決
定
的
な
転
換
点
を
な

し
て
い
る
。
一
六
八
九
年
の
「
寛
容
令
」
は
不
完
全
な
も
の
で
あ
っ

た
が
、
時
代
の
自
由
な
精
神
的
風
潮
を
一
層
渕
激
し
た
こ
と
は
明
白

で
あ
る
。
一
七
世
紀
後
半
以
降
、
　
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
．
プ
ラ
ト
ニ
ス

ト
ら
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
て
き
た
キ
リ
ス
ト
教
の
合
理
主
義
化
は
、

「
名
誉
革
命
し
後
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
、
μ
ヅ
グ
、
シ
ャ
ブ
ヅ
ベ
リ
ー
ら

に
よ
っ
て
決
定
的
に
方
向
づ
け
ら
れ
た
。
不
寛
容
、
迷
信
、
熱
狂
を

排
除
し
、
理
性
の
立
場
に
キ
リ
ス
ト
教
を
再
建
せ
ん
と
す
る
動
き
は
、

宗
派
的
対
立
を
緩
和
し
、
国
内
の
思
想
的
統
一
を
期
待
し
た
新
政
府

　
　
　
　
　
も
　
　
　
し

の
基
本
的
な
政
治
方
針
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
長
い
迫
害
の
期
間
を
堪

え
抜
い
て
来
た
デ
ィ
セ
ソ
タ
ー
ズ
は
、
霞
己
の
自
由
に
資
す
る
も
の
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は
何
で
あ
れ
受
け
入
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
宗
教
的

寛
容
を
求
め
る
政
府
の
方
針
は
彼
ら
の
歓
迎
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

　
ロ
ッ
ク
は
、
寛
容
を
「
真
の
教
会
の
主
要
な
る
特
質
」
で
あ
り
、

「
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
福
音
に
一
致
し
、
人
類
の
純
粋
な
る
理
性

に
一
致
す
る
も
の
」
と
規
定
し
、
神
に
対
す
る
真
正
な
る
信
仰
、
国

王
に
対
す
る
忠
誠
と
服
従
を
口
実
に
宗
教
的
迫
害
を
行
う
事
を
誤
り

と
断
じ
た
の
で
あ
る
。
彼
は
「
自
己
の
良
心
に
照
し
て
満
足
の
い
か

ぬ
信
仰
は
、
い
か
な
る
も
の
で
あ
れ
（
魂
の
）
救
済
の
障
害
で
あ
る
」

と
考
え
、
　
「
何
人
も
他
人
の
命
令
に
自
己
の
信
念
を
一
致
せ
し
め
る

こ
と
は
で
き
ぬ
」
故
に
、
国
王
と
て
も
彼
の
信
ず
る
宗
教
に
人
民
を

強
制
す
る
権
威
を
、
人
民
の
同
意
に
よ
っ
て
得
る
こ
と
は
あ
り
得
諏

　
　
　
　
　
①

と
述
べ
て
い
る
。
ロ
ヅ
ク
に
と
っ
て
、
宗
教
は
政
治
か
ら
明
確
に
区

別
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
魂
の
救
済
は
純
然
た

る
個
人
的
・
内
面
的
問
題
で
あ
り
、
そ
の
信
仰
の
正
、
不
正
の
判
定

は
人
間
に
と
っ
て
は
飽
く
ま
で
も
世
々
的
で
あ
り
、
た
だ
神
に
よ
っ

て
の
み
最
終
的
な
判
決
が
下
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
っ
た
。
「
寛
容
令
」

は
、
無
神
論
は
云
う
ま
で
も
な
く
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
、
ソ
シ

ニ
ア
ニ
ズ
ム
ω
o
o
3
す
鐵
溢
導
”
ユ
ニ
テ
リ
ア
ニ
ズ
ム
q
巳
仲
ρ
蔦
帥
三
ω
ヨ

を
も
法
の
適
用
外
に
置
い
た
の
で
あ
る
が
、
ロ
ッ
ク
や
ニ
ユ
！
ト
ソ

等
に
よ
っ
て
醸
成
さ
れ
た
時
代
の
精
神
的
・
知
的
雰
囲
気
の
中
か
ら
、

無
神
論
的
雪
解
、
三
位
一
体
説
否
定
の
如
き
異
端
的
見
解
が
公
然
化

し
、
一
種
の
流
行
に
ま
で
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
主
流
を
な
し
た

も
の
が
い
わ
ゆ
る
「
理
神
論
」
で
あ
り
、
護
教
論
と
の
間
に
激
し
い

論
争
が
繰
り
返
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
論
争
の
詳
細
に
つ
い
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

い
ま
言
及
す
る
必
要
は
な
か
ろ
う
。
た
だ
、
こ
の
論
争
の
結
果
と
し

て
国
教
会
自
体
の
理
性
化
が
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
を
知
れ
ば
充
分
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
国
教
会
内
に
は
次
第
に
温
和
な
ア
ル
ミ
ニ
ア
ン

た
る
儒
教
主
義
者
ピ
霧
犀
巳
貯
㊤
鉱
窪
ω
が
地
歩
を
占
め
る
に
至
っ

た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
従
来
、
よ
り
伝
統
的
な
神
学
に
圃
詳
し
て

い
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
デ
ィ
セ
ソ
タ
ー
ズ
に
も
上
述
の
影
響
が
波

及
し
、
少
数
の
、
厳
格
な
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
を
固
守
す
る
ア
ン
テ
ィ

ノ
ミ
ア
ン
ズ
諺
馨
貯
○
露
㌶
器
と
、
熱
狂
を
拒
否
し
静
か
な
合
理
的

精
神
に
立
つ
ア
ル
ミ
ニ
ア
ソ
た
る
モ
ダ
ン
・
ラ
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
ィ
セ
ン

タ
ー
ズ
影
。
α
①
ヨ
踊
p
就
§
巴
象
ω
。
。
9
日
叶
曾
ω
に
分
裂
し
た
の
で
あ
る
。

　
本
来
、
ピ
ュ
ァ
リ
タ
ニ
ズ
ム
が
そ
の
教
義
に
基
づ
い
て
、
現
世
に

対
す
る
極
め
て
合
理
的
な
態
度
を
保
持
し
て
い
た
こ
と
は
広
く
知
ら

れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
ら
は
、
聖
書
と
、
神
に
よ
っ
て
形
成
さ

れ
た
世
界
の
合
目
的
的
秩
序
底
訂
然
法
に
従
っ
て
現
世
に
お
け
る
生
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活
の
完
全
な
る
合
理
化
を
意
図
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

長
き
に
わ
た
っ
た
流
血
の
宗
教
戦
争
の
後
に
、
宗
派
的
敵
対
感
情
を

緩
和
す
る
た
め
の
寛
容
の
精
神
が
経
験
主
義
哲
学
と
共
に
一
般
化
し
、

超
自
然
的
啓
示
に
対
す
る
自
然
科
学
的
、
形
而
上
学
的
批
判
が
提
出

さ
れ
る
に
至
る
や
、
彼
ら
に
お
け
る
信
仰
の
内
面
化
の
契
機
が
啓
示

か
ら
理
性
に
も
と
つ
く
客
観
的
・
合
理
的
真
理
へ
と
容
易
に
転
化
し
・

得
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
理
性
の
立
場
を
極
度
に
強
調
し
た
理
神
論
は
、
一
八

世
紀
の
二
十
年
代
に
イ
ギ
リ
ス
の
思
想
界
を
風
擁
し
た
後
、
三
十
年

代
に
は
急
速
に
衰
退
し
た
。
こ
の
原
因
は
主
と
し
て
そ
の
信
条
が
不

毛
な
る
故
で
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
理
神
論
は

正
統
派
神
学
に
対
す
る
攻
撃
に
お
い
て
威
力
を
示
し
た
が
、
自
ら
人

女
の
内
な
る
精
…
神
に
訴
え
る
哲
学
体
系
を
持
ち
得
な
か
っ
た
こ
と
、

理
神
論
者
相
互
の
理
論
的
矛
盾
、
さ
ら
に
り
ー
ラ
ソ
ド
、
バ
ト
ラ
…
、

ミ
ド
ル
ト
ソ
、
最
終
的
に
は
ヒ
ュ
…
ム
に
よ
る
そ
の
根
本
理
論
に
対

す
る
批
判
に
堪
え
得
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
決
定
的
な
衰
退
が
生
じ

　
　
　
　
③

た
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
キ
リ
ス
ト
教
神
学
の
急
激
な
理
性
化
は
阻

止
さ
れ
、
温
和
な
ア
ル
ミ
ニ
ア
ソ
的
風
潮
が
国
教
会
の
内
外
を
覆
う

に
至
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
政
治
に
お
け
る
極
端
な
ト
ー
リ
i
主
義

の
消
滅
と
共
に
、
現
状
を
肯
定
し
、
変
革
を
惹
き
起
す
恐
れ
の
あ
る

一
切
の
「
熱
狂
」
を
嫌
悪
す
る
沈
滞
し
た
時
代
精
神
を
形
成
し
た
の

で
あ
る
。
ピ
ュ
ァ
リ
タ
ソ
の
子
孫
た
ち
も
ま
た
、
こ
う
し
た
時
代
の

雰
囲
気
に
一
時
は
す
っ
か
り
同
調
し
た
の
で
あ
る
。

　
か
か
る
半
世
紀
に
わ
た
る
静
譲
を
打
ち
破
る
動
き
が
や
が
て
開
始

さ
れ
る
に
至
る
。
　
一
つ
は
ウ
エ
ス
レ
イ
に
よ
る
メ
ソ
ジ
ス
ト
運
動
で

あ
り
、
一
つ
は
や
や
遅
れ
て
生
じ
た
「
急
進
主
義
運
動
」
で
あ
っ
た
。

前
者
は
理
性
化
に
伴
っ
て
宗
教
の
本
来
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
喪
失
し
た

国
教
会
内
部
か
ら
の
熱
狂
的
な
キ
リ
ス
ト
教
の
「
再
生
運
動
」
で
あ

り
、
本
質
的
に
は
宗
教
運
動
で
あ
っ
た
が
、
政
治
的
に
は
極
め
て
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

守
的
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
。
後
者
は
云
う
ま
で
も
な
く
民
主
的
反

体
制
運
動
と
し
て
優
れ
て
政
治
的
な
運
動
で
あ
っ
た
が
、
メ
ソ
ジ
ス

ト
と
は
全
く
新
製
的
立
場
に
い
た
ラ
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
ィ
セ
ソ
タ
ー
ズ

が
、
こ
の
運
動
の
中
で
宗
教
的
自
由
の
要
求
を
掲
げ
重
要
な
役
割
を

演
ず
る
の
で
あ
る
。

　
「
急
進
主
義
運
動
」
は
ジ
ョ
ー
ゾ
三
世
治
下
の
政
治
的
反
動
と
貴

族
寡
頭
支
配
、
累
積
さ
れ
た
宮
廷
お
よ
び
議
会
の
腐
敗
に
対
し
、
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

イ
ル
ク
ス
事
件
を
契
機
に
生
じ
た
政
治
的
革
新
運
動
で
あ
っ
た
。
こ

の
運
動
に
従
っ
た
急
進
主
義
者
は
し
ば
し
ば
「
根
こ
そ
ぎ
改
革
者
の
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混
成
部
隊
」
で
あ
る
と
か
、
あ
る
い
は
、
か
の
水
平
派
の
宗
教
的
子

孫
と
し
て
＝
・
…
レ
ヴ
ご
了
ズ
」
な
ど
と
呼
称
さ
れ
て
い
網
・

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
厳
密
な
意
味
に
お
い
て
両
者
の
共
通
性
が
検
証

さ
れ
た
か
ら
で
は
な
い
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
　
「
急
進
主
義

運
動
」
に
お
け
る
ラ
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
ィ
セ
ソ
タ
ー
ズ
の
役
割
を
直
観

的
に
捉
え
た
呼
称
と
云
い
得
る
。

　
ラ
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
ィ
セ
ソ
タ
！
ズ
の
運
動
が
宗
教
的
要
求
に
発
し

な
が
ら
急
進
的
な
政
治
運
動
に
な
り
得
た
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
第
一
に
彼
ら
が
政
治
的
に
疎
外
さ
れ
た
デ
ィ
セ
ン
タ
ー
ズ
で

あ
っ
た
と
い
う
単
純
な
事
実
に
基
づ
い
て
い
る
。
政
治
的
考
慮
に
よ

る
妥
協
的
な
寛
容
で
は
な
く
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
心
霊
と
し
て
の
完

全
な
権
利
を
要
求
す
る
彼
ら
の
闘
争
は
、
国
教
会
の
教
義
に
対
す
る

内
在
的
批
判
と
共
に
、
国
教
制
度
を
支
え
る
政
治
機
構
、
政
治
理
念

に
対
す
る
批
判
を
必
然
的
に
指
向
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
す
べ

て
の
デ
ィ
セ
ソ
タ
ー
ズ
が
こ
の
「
魚
心
進
主
義
運
動
」
に
参
加
し
た
の

で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
知
れ
ば
、
右
の
説
明
は
決
し
て
充
分
な
も
の

で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
吾
々
は
さ
ら
に
ラ
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
ィ
セ

ソ
タ
ー
ズ
の
、
合
理
主
義
的
儒
仰
に
よ
っ
て
裏
づ
け
ら
れ
た
政
治
的

・
社
会
的
態
度
を
問
題
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
た
し
か
に
、
｛
八
世
紀
後
半
の
ラ
シ
竃
ナ
ル
・
デ
ィ
セ
ソ
タ
ー
ズ

は
決
し
て
同
質
的
な
も
の
で
は
な
く
、
か
な
り
多
様
な
見
解
に
分
裂

し
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
普
遍
的
で
あ
り
且
つ
欄
人
的
・

内
面
的
に
妥
当
す
る
理
性
の
立
場
に
立
つ
限
り
に
お
い
て
共
通
の
基

盤
を
有
し
て
い
た
。
宗
教
的
・
政
治
的
自
由
を
要
求
す
る
改
革
の
実

践
者
と
し
て
、
広
範
な
勢
力
の
結
集
の
必
要
か
ら
、
「
合
理
主
義
的
立

場
に
立
つ
限
り
多
少
の
異
な
っ
た
見
解
を
壷
網
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
っ
た
。
本
稿
は
一
つ
の
方
法
と
し
て
、
急
進
主
義
運
動
に
お
い
て

ラ
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
ィ
セ
ソ
タ
ー
ズ
の
中
核
を
な
し
た
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン

に
焦
点
を
合
せ
つ
つ
そ
の
急
進
主
義
運
動
へ
の
実
践
的
契
機
を
探
っ

て
み
た
い
と
思
う
。

　
周
知
「
の
加
解
く
、
ユ
一
＝
ア
リ
ア
ニ
ズ
ム
は
一
瓢
莞
か
期
の
煎
取
も
典
〔
型
的
な

道
徳
哲
学
を
提
示
し
た
も
の
と
し
て
特
色
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
彼
ら

は
三
位
一
体
説
、
化
体
説
、
贋
罪
説
を
聖
書
と
理
性
に
照
し
て
受
け

　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

入
れ
難
き
も
の
と
断
じ
、
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
と
の
明
白
な
断
絶
を
示

し
た
の
で
あ
る
が
、
聖
書
を
信
仰
の
拠
り
所
と
し
、
国
教
会
や
国
家

の
干
渉
に
抵
抗
し
て
宗
教
的
自
由
を
要
求
す
る
点
に
お
い
て
は
ピ
ュ

ァ
リ
タ
ニ
ズ
ム
の
精
髄
を
継
承
し
て
い
た
と
云
い
得
る
。
ま
た
、
ユ

ニ
テ
リ
ア
ン
の
卓
越
し
た
指
導
者
で
あ
っ
た
ジ
ョ
ー
ゼ
フ
・
プ
勢
i
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ス
ト
リ
ー
（
一
七
一
一
一
三
－
一
八
〇
三
）
は
そ
の
『
追
録
』
の
中
で
、
、
カ

ル
ヴ
ィ
ソ
主
義
的
な
神
に
対
す
る
恐
れ
に
満
ち
た
判
子
が
、
常
に
神

に
対
す
る
密
密
な
気
持
を
持
続
さ
せ
、
そ
れ
が
時
に
は
云
い
知
れ
ぬ

喜
び
の
充
濫
を
も
た
ら
し
、
生
き
る
た
め
の
力
と
な
り
、
か
く
て
宗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

教
に
対
す
る
合
理
的
見
解
を
獲
得
す
る
に
至
っ
た
と
述
懐
し
て
い
る
。

こ
の
彼
の
卒
直
な
告
白
か
ら
、
教
義
の
面
に
お
い
て
全
く
相
違
し
て

い
た
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
と
ユ
ニ
テ
リ
ア
ニ
ズ
ム
は
、
実
は
、
宗
教
的

セ
ン
チ
メ
ン
ト

心
情
に
お
い
て
共
通
す
る
も
の
が
あ
っ
た
と
云
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ

の
故
に
こ
そ
、
一
八
世
紀
後
半
に
お
い
て
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
か
ら
ユ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ニ
テ
リ
ア
ニ
ズ
ム
へ
の
回
心
が
し
き
り
に
生
じ
得
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
彼
ら
は
し
ば
し
ば
一
八
世
紀
初
頭
の
理
神
論
者
と
類
似
す
る

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
両
者
が
共
に
自
由
な
知
的
理
性
を

強
調
し
た
か
ら
で
あ
り
、
後
者
が
孤
立
し
た
差
戻
思
想
家
で
あ
っ
た

の
に
対
し
、
前
者
が
宗
教
的
同
胞
と
し
て
の
強
固
な
集
団
意
識
を
も

っ
て
い
た
点
、
ま
た
後
者
が
前
者
と
異
な
っ
て
全
く
政
治
的
改
革
の

音心

}
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
点
に
お
い
て
、
両
者
の
社
会
的
意
義
は

別
個
の
も
の
で
あ
る
。
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
の
知
性
主
義
、
人
聞
の
本
性

に
対
す
る
信
頼
感
、
人
間
の
自
由
な
諸
発
展
を
阻
害
す
る
一
切
の
人

為
的
調
度
に
反
対
す
る
急
進
的
態
度
は
、
む
し
ろ
ミ
ル
ト
ン
以
来
の

ピ
ュ
ァ
リ
タ
ソ
の
知
的
・
精
神
的
伝
統
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
っ
た

　
　
　
　
　
　
⑩

と
云
わ
れ
て
い
る
。

　
①
9
阜
ρ
冒
ぎ
尊
§
鴨
ミ
ミ
首
ミ
冶
ぎ
ト
。
偽
ぎ
噂
豊
楽
巴
噛
お
一
ド
く
。
ド

　
　
9
や
O
’

　
②
理
神
論
論
争
に
つ
い
て
は
ω
器
筈
魯
層
い
。
島
ρ
抵
窺
“
§
唖
黛
ミ
騨
叢
帖
罫

　
　
8
ぎ
隆
隆
ミ
§
ミ
馬
鵜
碍
ミ
馬
恥
ミ
趣
O
鳥
這
ミ
8
b
o
＜
〇
一
白
・
．
蟻
一
◎
Q
蕊
顧
が
詳
し
い
。
な

　
　
お
、
ω
葺
。
鶯
9
嶺
▼
涛
。
訂
昌
α
堵
ご
濤
恥
脳
鈷
ざ
謹
卜
＆
ミ
ミ
帖
砺
ミ
鰍
噛
脳
建
長
鷺
§
ミ

　
　
G
ミ
§
ミ
黛
聾
慮
貯
鳶
劉
　
一
〇
α
膳
も
要
領
を
得
て
い
る
。

　
③
ω
鉾
ひ
ヨ
9
茜
層
魯
．
ミ
ニ
感
》
①
七
二

　
④
拙
稿
「
産
業
革
命
前
夜
に
お
け
る
後
期
プ
ロ
テ
ス
タ
ソ
テ
ィ
ズ
ム
ー
ウ
ェ
ス
レ

　
　
イ
ア
ソ
・
メ
ソ
ジ
ズ
ム
を
中
心
に
し
て
扁
！
『
史
観
』
鑓
六
八
紐
を
参
看
せ
ら
れ
た
し
。

　
⑤
　
窯
器
8
げ
ざ
ω
．
”
奪
喧
鰍
怨
肉
ミ
魯
ミ
き
タ
ω
く
巳
ω
こ
一
〇
呂
…
く
津
9
”
9

　
　
0
D
こ
．
．
8
7
¢
濁
舘
ぞ
口
答
｝
一
。
・
げ
国
ρ
象
。
餌
一
δ
ヨ
．
．
（
砺
0
9
ミ
§
ミ
㌧
o
ミ
皆
ミ

　
　
ミ
鶏
恥
駄
熾
ぎ
訪
ミ
。
N
ミ
鰍
s
包
ミ
鴇
肉
ミ
樋
巴
．
σ
望
悶
．
胆
ρ
　
鵠
＄
巳
。
・
げ
婁
く
噛

　
　
冨
Q
。
一
）
．
陶
石
闇
正
光
「
イ
ギ
リ
ス
・
ラ
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
i
概
念
と
そ
の
特
質
－
榊

　
　
『
西
洋
中
ハ
学
』
六
五
口
写
（
一
九
六
五
年
）
を
参
君
。

　
⑥
芝
貯
σ
q
鼠
ζ
あ
鉾
p
窪
。
裁
”
国
ω
ヨ
ρ
↓
ぎ
ミ
旨
遂
ミ
亡
。
識
款
防
｝
Ω
ミ
§
奪

　
畿
§
層
一
給
。
。
’
く
。
一
』
、
℃
幽
。
。
O
。
。
”
o
断
．
菊
。
σ
冒
ρ
O
錠
。
一
貯
。
’
円
富
建
窓
貯
§
ミ

　
9
蓑
ミ
黛
9
§
ミ
s
§
恥
ミ
ミ
ミ
§
ミ
砺
ミ
ミ
題
慧
轟
恥
寄
§
四
恥
ミ
傍
鴇
§
”
b
ミ
鴨

　
執
魯
§
§
肺
§
蕊
9
苫
画
§
無
§
ζ
恥
ミ
塑
喚
乾
甲
張
ぴ
ミ
鼠
円
ぎ
雄
蕊
驚
§
二
書

　
葡
塁
騎
ミ
帆
§
ミ
G
ぎ
畿
覇
N
N
§
N
ミ
き
馬
寒
ミ
鎚
帖
ミ
き
恥
↓
ミ
ミ
馬
§
G
ミ
㌣

　
ミ
塁
一
㊤
①
ピ
唱
ワ
ま
層
一
㊤
e

　
⑦
ユ
ニ
テ
リ
ア
ニ
ズ
ム
の
教
義
に
つ
い
て
は
プ
リ
ー
ス
ト
リ
ー
の
三
三
、
特
に

　
誕
畿
ミ
。
遂
駄
W
ぎ
O
ミ
§
黛
凡
§
動
ミ
O
ミ
帆
ミ
§
§
ド
．
嵩
。
。
b
。
…
U
言
置
ω
三
層

　
　
8
落
。
噂
誓
ご
ρ
鼠
踏
ミ
ミ
帯
畠
、
欝
暴
駄
馬
ぎ
縛
ミ
馬
ミ
燃
ぎ
＄
い
篇
ミ
帖
§
一

　
零
き
蓋
謹
§
恥
峯
ミ
防
ミ
憶
二
畷
。
。
ω
…
国
導
ρ
U
戦
く
藁
φ
讐
§
恥
導
跨
蔓
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急進主義運動におけるラショナル・ディセソターズの伝統（板橋）

　
＄
ミ
ミ
帖
§
勘
賄
ミ
、
O
埋
蔵
暑
ミ
ミ
詮
W
馬
訟
簡
凝
。
ミ
暮
馬
導
訂
。
蓮
魚
肉
馬
馬
磯
皆
論
●

　
お
①
9
を
王
冠
。

⑧
津
奮
覧
旦
さ
§
。
謎
鼠
鮭
｝
恥
需
塁
隔
b
津
智
器
慧
ミ
§
§
黛
8
“
ぎ

　
《
馬
ミ
層
一
刈
⑪
α
・
原
著
露
を
闘
製
す
る
機
会
が
な
か
っ
た
の
で
、
b
ご
困
。
≦
P
H
蚕
く
二

　
（
Φ
師
）
智
恥
愚
潮
℃
ミ
恥
箋
遷
”
⑦
恥
執
象
騎
§
恥
、
き
§
窺
傍
遇
咬
帖
識
暑
簡
噛
8
ケ
¢
唱
？

　
鵠
昌
ω
覧
く
帥
三
欝
Q
Q
叶
簿
¢
d
口
ぞ
。
巴
ω
隷
団
勺
H
㊦
。
・
。
。
博
お
Φ
b
。
．
、
所
収
の
省
録
に
よ
っ
た
。

⑨
≦
…
o
ざ
ヒ
d
霧
鉾
，
§
恥
黛
呵
ミ
§
§
9
ミ
ミ
黛
恥
§
譜
§
ミ
3
お
参
ワ

　
一
◎
Q
一
噛
切
δ
島
白
霧
漕
涛
＝
騨
P
さ
嵩
8
噛
さ
繁
§
帆
ミ
簿
偽
訣
ミ
馬
腰
鼠
象
O
点
偽
N
漁
窯
斜
轟
－

　
o
げ
。
馨
霞
層
一
Φ
爵
り
け
■
一
葭
’

⑩
鵠
。
農
β
器
ρ
φ
誘
巳
2
尋
馬
帖
讐
。
§
↓
ミ
ミ
§
§
§
導
軋
§
ミ
嵐
N
内
評

　
N
。
。
捻
」
Φ
2
噌
℃
ω
一
・
蜀
〇
三
皇
”
o
》
驚
艦
‘
ワ
込
。
ω
ρ
≦
一
一
一
ミ
℃
o
賢
劇
評
こ
℃
晶
蕊
．

二

知
的
傍
統
継
承
に
お
け
る
テ
ィ
セ
ン
テ
ィ

ン
グ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
の
役
割

　
ラ
シ
琢
ナ
ル
・
デ
ィ
セ
ソ
タ
ー
ズ
が
「
勢
心
進
主
義
運
動
」
の
一
翼

を
担
い
得
た
の
は
、
単
に
彼
ら
が
政
治
的
に
疎
外
さ
れ
た
デ
ィ
セ
ン

タ
ー
ズ
で
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
く
、
ミ
ル
ト
ン
以
来
の
ピ
ュ
ァ
リ
タ

ソ
の
知
的
・
精
神
的
伝
統
の
中
で
は
ぐ
く
ま
れ
て
き
た
彼
ら
の
社
会

的
態
度
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
た
。
し
た
が
っ

て
、
こ
の
点
を
さ
ら
に
明
確
に
す
る
た
め
、
デ
ィ
セ
ソ
テ
ィ
ソ
グ
・
ア

カ
デ
ミ
ー
α
厨
ω
①
暮
営
σ
q
蓉
窪
α
①
毒
畷
を
中
心
に
、
か
か
る
知
的
・
精

神
的
伝
統
が
継
承
・
発
展
せ
し
め
ら
れ
た
過
程
を
探
る
こ
と
に
す
る
。

　
デ
ィ
セ
ン
テ
ィ
ソ
グ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
の
起
源
は
既
に
共
和
制
末
期

に
肖
び
。
露
霧
○
舞
斜
醤
費
（
一
五
七
四
－
一
六
五
四
）
が
自
宅
に
お
い

て
開
設
レ
た
私
塾
に
発
し
て
い
る
。
王
政
復
古
後
、
ク
ラ
レ
ソ
ド
ソ

条
令
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
、
デ
ィ
セ
ソ
タ
ー
ズ
た
ち
は
自
己
の
信
仰

を
維
持
し
継
承
し
て
ゆ
く
必
要
か
ら
Ω
簿
餌
】
（
巽
の
例
に
な
ら
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

各
地
で
デ
ィ
セ
ソ
テ
ィ
ン
グ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
を
形
成
し
た
。
こ
う
し

た
動
き
は
一
七
世
紀
末
に
一
つ
の
頂
点
に
達
す
る
の
で
あ
る
。
名
誉

革
命
後
も
デ
ィ
セ
ソ
テ
ィ
ソ
グ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
の
必
要
性
は
依
然
と

し
て
存
在
し
た
の
で
あ
り
、
一
八
世
紀
の
中
葉
に
再
び
活
澄
な
隆
盛

期
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。

　
「
教
育
の
自
由
」
の
必
要
は
、
既
に
ミ
ル
ト
ン
、
さ
ら
に
ロ
ッ

ク
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
、
｝
○
げ
郎
日
○
冨
嵩
α
（
一
六
七
〇
i
一
七
二
二
）

匿
ρ
紳
げ
④
≦
6
一
笥
α
ρ
一
（
一
六
五
七
－
一
七
一
二
一
一
一
）
、
　
ぐ
く
ρ
犀
Φ
壇
窓
O
図
一
Φ
（
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

六
七
ニ
ー
一
七
二
一
）
も
そ
の
必
要
を
示
唆
し
て
い
た
。
ま
た
ウ
イ
ッ

グ
の
政
治
家
の
中
に
も
大
学
制
度
改
革
の
計
画
を
持
つ
も
の
も
い
た

が
、
結
局
実
現
す
る
に
至
ら
ず
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
、
ケ
ソ
ブ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ッ
ジ
は
依
然
と
し
て
保
守
的
な
ト
ー
リ
ー
主
義
の
牙
城
で
あ
っ
た
。

一
八
世
紀
前
半
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
に
お
い
て
は
、
ロ
ッ
ク
の

「
人
間
悟
性
論
」
を
講
議
す
る
こ
と
が
禁
ぜ
ら
れ
て
い
た
ほ
ど
で
あ
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④

つ
た
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
は
入
学
者
を
国
教
徒
に
限
り
、
ケ
ン
ブ

リ
ッ
ジ
で
は
デ
ィ
セ
ソ
タ
ー
ズ
の
入
学
を
も
許
可
し
た
が
、
学
位
取

得
に
際
し
「
一
二
九
力
条
」
の
正
式
受
諾
を
義
務
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、

事
実
上
彼
ら
を
締
め
だ
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
自
己
の
牧
師
を

養
成
す
る
必
要
、
子
弟
を
世
に
出
す
た
め
の
高
等
教
育
の
必
要
か
ら
、

彼
ら
は
前
世
紀
に
引
続
い
て
デ
ィ
セ
ソ
テ
ィ
ソ
グ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
の

形
成
に
熱
心
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
国
教
会
の
宗
教
的
、
知
約
問
題

に
対
す
る
活
動
が
一
般
的
に
不
活
綴
で
あ
っ
た
時
代
に
、
こ
の
デ
ィ

セ
ソ
テ
ィ
ソ
グ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
を
中
心
に
展
開
さ
れ
た
活
動
こ
そ
、

ま
さ
に
デ
ィ
セ
ソ
タ
ー
ズ
の
精
神
的
・
知
的
構
造
を
解
明
す
る
た
め

の
ポ
イ
ン
ト
な
の
で
あ
る
。

　
デ
ィ
セ
ソ
テ
ィ
ソ
グ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
の
内
容
に
立
ち
入
る
前
に
、

デ
ィ
セ
ソ
タ
！
ズ
の
教
育
に
対
す
る
一
般
的
態
度
を
一
瞥
す
る
必
要

が
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
ご
署
で
云
え
ば
、
ピ
ュ
紳
，
リ
タ
ソ
的
生
活
倫

理
に
よ
っ
て
裏
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
教
育
は
時
た

ま
現
れ
る
天
才
に
対
し
て
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
良
き
市

民
た
る
べ
、
く
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
教
会
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
人
事
と

な
る
べ
く
、
人
間
社
会
の
業
務
に
熟
練
す
べ
く
、
何
人
に
と
っ
て
も

必
要
な
も
の
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
親
は
子
に
対
し
て
教
育
を
施
す

基
本
的
権
利
を
有
し
て
お
り
、
こ
れ
は
市
畏
的
自
由
の
主
要
な
内
容

を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。
教
育
に
対
す
る
自
由
が
な
け
れ
ば
、
神
に

よ
っ
て
啓
示
さ
れ
る
真
理
の
認
識
は
阻
げ
ら
れ
る
と
確
信
し
て
い
た

　
　
　
⑤

の
で
あ
る
。
さ
ら
に
彼
ら
の
教
育
理
論
は
ロ
ッ
ク
の
哲
学
に
影
響
さ

れ
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
っ
た
。
神
の
愛
・
神
の
摂
理
に
関
す
る
知
識
、

慈
善
心
、
豊
か
な
感
情
、
こ
れ
ら
す
べ
て
は
経
験
を
通
し
て
児
童
の

3
σ
β
蚕
噌
霧
p
に
書
き
込
ま
れ
る
、
教
育
は
先
ん
じ
て
か
か
る
経
験

を
与
え
る
こ
と
で
あ
り
、
児
童
の
最
初
の
概
念
を
決
定
づ
け
る
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

う
重
要
な
意
義
を
も
つ
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ

て
、
教
育
は
救
済
へ
の
教
え
で
あ
る
と
共
に
、
何
よ
り
も
ま
つ
知
識

を
与
え
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
真
理
の
正
し
い
認
識
に
重
要
な
目
標
が

設
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
真
理
認
識
の
前
提
た
る
研
究

の
自
由
が
強
く
要
求
さ
れ
、
教
育
に
対
す
る
国
家
の
干
渉
を
拒
否
す

る
態
度
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
デ
ィ
セ
ソ
タ
ー
ズ
の
教
育
に
対

す
る
態
度
は
、
デ
ィ
セ
ソ
テ
ィ
ソ
グ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
一
般
に
も
一
貫

し
て
適
用
さ
れ
た
と
云
い
得
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
・
ロ
ッ
ク
の
教
育
理
念
を
強
化
し
デ
ィ
セ
ソ
テ
ィ
ソ
グ

・
ア
カ
デ
ミ
ー
に
お
け
る
教
育
の
近
代
的
な
基
礎
理
念
の
形
成
に
大

き
な
貢
献
を
な
し
た
人
物
が
謝
塁
。
≦
9
・
ヰ
ω
（
一
六
七
四
一
～
七
四
八
）
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急進主義運動におけるラショナル・ディセー■ターーズの伝統（板橋）

で
あ
っ
た
。
彼
は
　
客
①
乏
営
α
q
8
躊
○
話
曾
の
跨
。
盆
Φ
き
｝
、
に
お

い
て
、
デ
カ
ル
ト
主
義
者
8
ぴ
。
ヨ
器
力
。
タ
、
o
（
一
六
五
七
一
一
七
〇
五
）

の
教
え
を
受
け
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
、
ロ
ッ
ク
を
讃
美
し
、
ハ
チ
ス
ソ
の

思
想
に
も
深
い
関
心
を
示
し
た
急
進
主
義
者
で
あ
っ
た
。
彼
は
聖
歌

作
詩
者
と
し
て
著
名
で
あ
る
が
、
教
育
思
想
家
・
実
践
家
と
し
て
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

一
八
世
紀
を
代
表
す
る
人
物
で
あ
っ
た
。
彼
は
教
育
の
翼
的
を
、
職

業
に
現
す
る
準
備
、
社
会
的
義
務
の
た
め
の
準
備
、
余
畷
を
善
用
す

る
た
め
の
準
備
、
正
し
い
宗
教
的
信
仰
の
た
め
の
準
備
と
定
義
し
て

　
⑧

い
る
。
そ
し
て
最
後
に
掲
げ
た
黛
的
が
最
も
基
本
的
な
も
の
と
考
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
　
ク
ト

ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
決
し
て
宗
派
的
人
聞
の
養
成
を
闘
的

に
し
た
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
良
き
市
民
と
し
て
の
人
事
形
成
に

重
点
が
澱
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
彼
は
児
童
に
対
す
る
三
期
の
職
業
指
導
を
推
賞
し
、
労
若
を
厭
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ぬ
習
慣
を
児
童
の
頃
か
ら
身
に
つ
け
る
必
要
を
説
い
た
。
ま
た
、
何

人
も
す
べ
て
の
知
識
を
修
得
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
か
ら
、
各
人

が
そ
れ
ぞ
れ
自
己
の
才
能
に
適
し
た
分
野
に
専
闘
化
す
る
必
要
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
⑭

る
こ
と
を
強
調
し
た
。

　
さ
ら
に
彼
は
教
課
の
内
容
に
ふ
れ
、
自
然
科
学
を
神
の
摂
理
・
諸

特
質
を
示
す
も
の
と
し
て
教
育
上
の
効
用
を
指
摘
し
、
肯
然
法
の
知

識
は
聖
書
の
奇
蹟
の
驚
歎
す
べ
き
性
質
を
認
識
せ
し
め
る
も
の
と
し

て
、
い
つ
れ
も
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お
い
て
重
視
す
べ
き
こ
と
を
主
張

　
⑪

し
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
彼
の
教
育
理
念
は
当
時
、
デ
ィ
セ
ン

タ
ー
ズ
の
教
育
家
達
の
關
で
も
孤
立
し
た
考
え
に
留
っ
て
い
た
。

　
こ
の
ウ
ォ
ッ
ツ
の
教
育
理
念
を
実
地
に
生
か
し
た
典
型
的
な
デ
ィ
、

セ
ソ
テ
ィ
ン
グ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
が
℃
剛
】
鴇
犀
”
O
o
野
鳥
甑
畠
σ
q
①
（
一
七
〇
ニ

ー
｝
七
五
　
）
の
2
d
巴
笹
p
ヨ
誉
○
＝
》
＄
創
①
ヨ
団
で
あ
っ
た
。
こ
れ

は
％
8
7
霞
α
℃
甑
8
が
学
ん
だ
ロ
ソ
ド
ソ
の
O
o
宅
騨
乙
｝
o
僻
創
①
－

ヨ
蜜
と
共
に
、
　
ウ
ォ
ッ
ツ
が
委
員
を
し
て
い
た
じ
d
o
鷲
α
o
｛
窪
⑦

O
o
オ
勲
犠
↓
旨
霧
の
墓
金
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
代
表
的
な
デ
謹
セ

ソ
テ
ィ
ソ
グ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
で
あ
り
、
多
く
の
指
導
約
ユ
ニ
テ
リ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ソ
を
生
み
出
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。

　
ウ
ォ
ヅ
ツ
の
推
挙
に
よ
っ
て
こ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
を
主
宰
し
た
ド
ド

リ
ッ
ジ
は
、
彼
と
は
異
な
り
、
幾
分
異
端
的
傾
向
を
持
っ
た
デ
ィ
セ

　
　
　
　
　
　
⑬

ン
タ
ー
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
見
解
を
異
に
す
る
国
教
会
の
僧
侶
と

も
忌
椰
な
く
交
っ
た
自
由
な
心
情
の
持
ち
主
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て

彼
の
ア
カ
デ
ミ
ー
は
極
め
て
自
由
な
雰
囲
気
を
享
受
し
て
い
た
。
こ

こ
に
お
い
て
も
、
他
の
デ
ィ
セ
ソ
テ
ィ
ソ
グ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
と
同
じ

く
神
学
を
中
心
に
し
た
教
育
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
れ
は
牧
師
の
教
育
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を
主
税
に
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
ま
た
自
己
の
宗
派
的
見
解
の
普

及
を
目
指
し
た
も
の
で
も
な
か
っ
た
。
　
神
学
は
燦
窪
蔓
O
H
o
く
①

（
，
二
六
八
三
－
一
七
三
七
・
八
）
や
ウ
ォ
ヅ
ツ
に
よ
っ
て
既
に
始
め

ら
れ
て
い
た
比
較
神
学
の
方
法
を
体
系
化
し
、
対
立
す
る
二
つ
の
見

解
を
偏
見
な
く
観
察
し
た
後
に
、
聖
書
や
理
性
に
照
し
て
評
価
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

と
い
う
方
法
を
と
っ
た
。
．
他
の
教
課
に
つ
い
て
も
こ
れ
と
同
様
な
方

法
を
基
本
的
な
教
育
方
針
と
し
て
い
た
。

　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
も
、
従
来
の
伝
㎝
統
や
〃
他
大
学
の
範
例
に

拘
泥
せ
ず
、
教
育
目
的
に
対
す
る
合
理
的
考
慮
に
従
っ
て
設
定
さ
れ

た
。
そ
の
特
色
は
自
然
科
学
と
歴
史
学
の
強
調
と
い
う
点
に
み
ら
れ

る
。　

ド
ド
リ
ヅ
ジ
は
高
等
教
育
に
お
け
る
泰
然
科
学
の
役
割
は
全
体
か

ら
み
て
二
義
的
な
も
の
と
み
な
し
た
の
で
あ
る
が
、
神
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
た
宇
宙
の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
神
に
対
す
る
崇

敬
の
念
と
愛
を
高
め
る
に
役
立
つ
と
し
て
推
賞
し
た
。
彼
は
確
然
科

学
の
授
業
に
お
い
て
、
一
切
の
形
額
上
学
的
説
明
を
避
け
、
ウ
ォ
ッ

ツ
の
主
張
に
従
っ
て
、
も
っ
ぱ
ら
実
験
に
よ
っ
て
明
確
に
し
得
る
事

実
の
み
を
教
え
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
極
め
て
近
代
的
な
科
学
教
育

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

で
あ
っ
た
と
云
っ
て
よ
か
ろ
ヶ
。

　
歴
史
学
に
対
す
る
デ
ィ
セ
ソ
テ
ィ
ソ
グ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
の
関
心
は

既
に
ゅ
円
o
ρ
Ω
○
ρ
匿
跨
。
欝
α
Φ
ヨ
蜜
の
℃
昏
々
噂
韻
㊦
頁
図
（
一
六
三
一

…
一
六
九
六
）
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
た
が
、
一
六
八
一
年
に
は
ω
7

H
①
名
。
・
σ
霞
《
》
o
斜
α
①
巴
楼
の
議
論
類
。
δ
8
話
本
昌
錺
（
一
六
一
七
一
一

七
〇
八
）
が
学
生
の
教
課
書
用
に
》
類
馬
券
9
9
包
器
凌
ミ
藁
無
。
遣

を
執
筆
し
て
い
る
。
本
書
は
そ
の
後
永
ら
く
多
く
の
デ
ィ
セ
ソ
テ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

ソ
グ
．
ア
カ
デ
ミ
ー
に
お
い
て
使
用
さ
れ
て
い
た
。
ド
ド
リ
ヅ
ジ
が

学
ん
だ
囚
8
≦
o
貫
げ
》
o
ρ
侮
㊦
営
団
に
お
い
て
は
大
陸
の
虜
然
法
学
老

勺
焦
窪
ム
。
鳳
（
一
六
三
二
一
一
六
九
四
）
の
翻
訳
書
が
歴
史
の
教
課
書

と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ウ
ォ
ヅ
ッ
も
歴
史
教
育
の
重
要
性
を
指

摘
し
、
　
「
歴
史
は
政
治
に
た
つ
さ
わ
る
ジ
エ
ソ
ト
ル
マ
ン
に
対
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

重
要
な
役
罰
を
持
つ
必
要
な
学
問
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
う

し
た
伝
統
は
ド
ド
リ
ッ
ジ
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
、
国
教
会
か
ら
の
分

離
の
正
当
性
を
歴
史
的
に
明
か
に
す
る
必
要
と
共
に
、
歴
史
学
を
学

ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
入
間
の
悟
性
が
深
め
ら
れ
る
と
い
う
観
点
が
強
調

さ
れ
、
す
べ
て
の
学
生
に
必
須
の
教
課
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
人
間
の
悟
性
や
知
識
、
教
養
の

基
礎
と
し
て
歴
史
を
摂
取
す
る
、
換
言
す
れ
ば
歴
史
を
人
間
理
性
に

照
し
て
理
解
せ
ん
と
す
る
態
度
が
形
成
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
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ウ
ォ
ヅ
ツ
ー
ー
ド
ド
リ
ヅ
ジ
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
デ
ィ
セ
ソ
テ
ィ

ソ
グ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
の
新
し
い
教
育
方
針
は
そ
の
後
多
く
の
デ
ィ
セ

ソ
テ
ィ
ソ
グ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
に
よ
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
が
、

匂
O
げ
嵩
円
高
覧
巽
（
一
六
九
四
一
一
七
六
一
）
や
、
　
ハ
チ
ス
ソ
の
弟
子

旨
○
び
口
ω
Φ
α
α
o
⇔
（
一
七
二
五
－
一
七
七
〇
）
を
は
じ
め
、
ド
ド
リ
ッ
ジ
の

弟
子
達
に
よ
っ
て
指
導
さ
れ
た
著
名
な
毛
僻
ほ
営
σ
q
8
⇔
》
o
巴
Φ
B
《

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

は
、
さ
ら
に
自
由
な
教
育
理
念
を
発
展
せ
し
め
た
。
こ
の
ア
カ
デ
ミ

ー
の
設
立
趣
意
書
は
、
真
理
の
探
求
に
基
づ
く
自
己
の
判
断
の
命
令

に
自
由
に
従
う
牧
師
を
訓
練
し
、
商
業
活
動
に
従
慕
せ
ん
と
す
る
人

々
に
対
し
て
も
、
学
悶
研
究
に
た
つ
さ
わ
る
人
女
と
同
様
に
、
不
当

な
偏
見
を
ま
ぬ
が
れ
た
知
識
を
与
え
る
こ
と
、
そ
し
て
彼
等
に
真
の

窃
由
の
原
則
を
知
ら
し
め
、
将
来
に
お
い
て
こ
の
原
則
の
支
持
着
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ら
し
め
る
こ
と
を
穏
的
に
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
屠
的
達
成
の

た
め
に
設
定
さ
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
で
、
歴
史
学
は
前
時
代
よ

り
一
圏
重
視
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
歴
史
学
は
単
な

る
一
般
教
養
と
し
て
で
は
な
く
、
様
々
な
現
実
的
関
心
か
ら
よ
り
具

体
的
に
現
状
を
認
識
す
る
た
め
の
学
問
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
に
至

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
こ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
の
教
師
で
あ
っ
た
プ
リ
ド
ス

ト
リ
ー
の
影
響
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
彼
は
、

歴
史
は
人
間
の
悟
性
を
改
善
し
、
人
類
の
利
益
、
不
利
益
の
正
し
い

概
念
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
く
の
愚
か
し
き
偏
見
、
特
に
イ

ギ
リ
ス
に
お
け
る
非
合
理
的
な
不
公
正
か
ら
、
人
女
の
精
神
を
解
放

す
る
こ
と
を
期
待
し
得
る
と
述
べ
、
さ
ら
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
理

論
に
お
け
る
将
来
の
諸
改
良
は
、
歴
史
の
知
識
の
み
が
導
き
得
る
と

　
　
　
　
　
⑳

確
信
し
て
い
た
。

　
歴
史
に
対
す
る
関
心
は
、
当
時
が
ギ
ボ
ン
の
時
代
で
あ
り
、
ヒ
話

ー
ム
の
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
全
く
デ
ィ
セ
ソ
テ
ィ

ソ
グ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
の
伝
統
の
み
に
帰
す
る
こ
と
は
で
き
ぬ
で
あ
ろ

う
が
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
に
お
い
て
歴
史
学
が

余
り
重
要
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
時
代
に
、
近
代
史
を
統
一
性
と
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

的
を
も
っ
た
教
課
と
し
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
に
位
置
づ
け
た
点
は

評
価
す
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
歴
史
学
が
デ
ィ
セ
ソ
三
二
ズ
の
変
革
の

意
識
を
養
う
上
で
大
き
な
役
割
を
演
じ
た
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

　
ド
ド
リ
ッ
ジ
は
、
彼
の
ア
ヵ
デ
、
、
、
i
の
学
生
に
対
し
、
政
治
学
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

法
律
学
の
教
課
を
必
修
せ
し
め
て
い
た
が
、
当
時
、
政
治
や
法
律
の

知
識
に
通
ず
る
こ
と
は
、
慮
己
の
信
徒
を
政
治
的
迫
害
か
ら
守
る
た

め
に
も
デ
ィ
セ
ソ
タ
！
ズ
の
牧
師
に
と
つ
で
不
可
欠
の
条
件
で
あ
っ

た
。
こ
れ
は
芝
伊
霞
貯
σ
q
枠
§
を
は
じ
め
他
の
デ
ィ
セ
ソ
テ
ィ
ソ
グ
。
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ア
カ
デ
ミ
ー
に
お
い
て
も
踏
襲
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
政
治

的
に
疎
外
さ
れ
た
デ
ィ
セ
ソ
タ
ー
ズ
と
し
て
、
必
然
的
に
反
体
制
的

な
、
急
進
酌
な
政
治
理
論
を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
タ
『
頃
汐
σ
Q
挫
。
ゆ
諺
0
9
鳥
。
ヨ
）
、
は
一
七
八
六
年
閉
鎖
の
止
む
な
き
に

至
っ
た
が
、
こ
こ
で
形
成
さ
れ
た
伝
統
は
、
そ
の
後
各
地
で
、
継
続

し
た
d
巴
富
江
窪
》
o
盆
①
ヨ
嘱
に
継
承
さ
れ
、
特
に
瓢
ρ
o
舜
器
唄

　
　
　
　
⑳

諺
。
盆
①
旨
賓
は
反
動
の
嵐
の
中
に
短
い
歴
史
を
終
っ
た
が
、
国
侮
白
慧
◎

切
錘
回
お
（
一
七
二
九
i
一
七
九
七
）
に
よ
っ
て
「
謀
反
人
の
温
床
」
と

悪
罵
さ
れ
た
ほ
ど
、
極
め
て
急
進
的
な
思
想
約
実
践
の
拠
点
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。
こ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
に
拠
っ
た
人
々
は
、
市
民
的
・
宗

教
的
自
由
の
原
則
を
イ
ギ
リ
ス
に
普
及
す
る
た
め
に
、
羅
的
を
同
じ

く
す
る
も
の
が
協
力
す
る
こ
と
を
念
願
し
、
か
つ
、
こ
の
ア
カ
デ
ミ

ー
の
設
立
が
勇
気
あ
る
人
々
の
行
動
を
う
な
が
す
こ
と
を
期
待
し
た

　
　
　
　
㊧

の
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
デ
ィ
セ
ソ
テ
ィ
ソ
グ
．
・
ア
カ
デ
ミ
ー
に
お
け
る
葭
由

主
義
的
・
合
理
主
義
傾
向
を
助
長
し
た
も
の
に
、
海
外
の
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
諸
国
の
大
学
の
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
を
附
言
し
な
け
れ
ば
な

る
ま
い
。

　
一
七
世
紀
の
デ
ィ
セ
ソ
テ
ィ
ソ
グ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
の
教
師
達
は
主

と
し
て
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
な
ど
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
大
学
出
身
者
で
あ

っ
た
が
、
引
続
く
時
代
に
は
ユ
ト
レ
ヒ
ト
、
ラ
イ
デ
ン
な
ど
の
ナ
ラ

ソ
ダ
の
諸
大
学
で
教
育
を
受
け
た
も
の
が
多
く
、
し
た
が
っ
て
、
グ

ロ
テ
ィ
ウ
ス
、
プ
ー
フ
黒
ソ
ド
ル
フ
ら
の
大
陸
の
自
然
法
思
想
が
し

き
り
に
デ
ィ
セ
ソ
テ
ィ
ソ
グ
・
ア
ヵ
デ
ミ
…
に
お
い
て
講
議
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

　
こ
れ
と
な
ら
ん
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
ユ
グ
ノ
ー
の
ア
カ
デ
ミ
ー
、
ア

メ
リ
カ
の
ハ
ー
バ
…
ド
大
学
に
学
ん
だ
も
の
も
ふ
え
、
特
に
ハ
；
バ

ー
ド
は
デ
ィ
セ
ソ
テ
ィ
ソ
グ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
に
お
け
る
宗
教
的
自
由

の
理
念
の
強
化
に
大
き
な
影
響
力
を
も
っ
て
い
た
と
云
わ
れ
る
。
ラ

シ
訊
ナ
ル
・
デ
ィ
セ
ソ
タ
ー
ズ
が
ア
メ
リ
カ
の
独
立
に
対
し
て
強
い

同
情
を
示
し
た
の
も
、
こ
の
よ
う
な
両
者
の
緊
密
な
精
神
的
結
合
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

存
在
し
た
か
ら
に
違
い
な
い
。

　
し
か
し
、
一
八
世
紀
に
お
い
て
デ
ィ
セ
ソ
テ
ィ
ソ
グ
・
ア
カ
デ
ミ

ー
と
最
も
緊
密
な
関
係
に
あ
っ
た
の
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
グ
ラ
ス

ゴ
ー
、
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
の
諸
大
学
で
あ
っ
た
。
一
八
世
紀
の
後
半
凸

急
速
に
ヨ
ー
μ
ッ
パ
文
化
の
主
流
と
な
る
に
至
っ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
ラ
シ
翼
ナ
ル
・
デ
ィ
セ
ソ
タ
ー
ズ
の
最
も

重
要
な
知
的
岡
盟
者
た
り
得
た
の
で
あ
る
。
一
七
世
紀
の
末
期
か
ら
、
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急進憲義運動におけるラシnナル・ディセソターズの俵統（板橋）

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
大
学
毘
身
者
で
著
名
な
デ
ィ
セ
ソ
タ
！
ヂ
・
ア

カ
デ
ミ
ー
の
創
立
者
、
教
師
に
な
る
も
の
が
増
大
し
、
こ
れ
に
伴
っ

て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
大
学
の
教
育
鯉
念
や
カ
リ
キ
訊
ラ
ム
が
デ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

セ
ソ
タ
ー
ズ
・
ア
カ
デ
ミ
…
に
摂
取
さ
れ
始
め
た
の
で
あ
る
。

　
デ
ィ
セ
ソ
タ
ー
ズ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
が
や
が
て
臼
…
己
の
教
師
を
養
成

し
得
る
ま
で
に
充
実
し
た
後
も
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
代
表
的
知
識

入
と
指
導
的
な
ラ
シ
報
ナ
ル
・
デ
ィ
セ
ソ
タ
ー
ズ
と
の
交
友
関
係
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

密
接
で
あ
り
、
両
者
の
思
想
の
交
流
は
常
に
活
…
溌
で
あ
っ
た
。
か
く

て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
長
老
制
の
．
．
ヨ
○
α
興
二
二
諺
．
、
に
伴
う
良

「
田
主
義
的
∵
民
主
的
傾
向
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
併
合
後
の
民
族
主
義

的
・
反
体
舗
的
感
情
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
ラ
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
ィ
セ

ソ
タ
ー
ズ
の
精
神
形
成
に
対
し
、
ピ
茸
，
リ
タ
ン
的
伝
統
と
共
に
大

き
な
作
用
を
な
し
た
と
云
え
る
の
で
あ
る
。

①
診
三
畠
。
っ
巨
夢
層
い
づ
♂
8
遵
恥
鴨
ミ
鳶
駄
》
§
§
§
肉
載
§
勘
艦
鰍
§
鯛
§
“

　
O
o
ミ
蔑
鯉
ミ
ご
轟
焦
肺
ぎ
b
帖
自
色
ミ
§
偽
缶
ミ
§
ミ
爵
砺
械
＆
O
点
。
。
O
P
ピ
。
臨
O
o
嵩
、

　
一
㊤
切
曲
や
一
・

②
涛
。
σ
言
ρ
愚
’
ミ
ご
署
甲
這
山
。
。
．

③
㌦
N
ミ
翫
二
目
℃
。
一
〇
〇
∴
露
．
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
に
お
い
て
は
、
市
民
の
自
由
、
に
関
す

　
る
議
争
と
共
に
教
育
の
薗
由
に
対
す
る
関
心
は
累
。
芝
o
ρ
ヨ
O
U
蜜
～
闘
σ
ダ
ら

　
約
二
世
代
に
わ
た
っ
て
活
、
澱
で
あ
り
、
し
ば
し
ば
急
進
酌
傾
向
を
示
し
た
が
、
結

　
局
、
彼
ら
は
学
内
に
お
け
る
小
数
派
に
留
っ
た
の
で
あ
る
。
ジ
エ
ブ
は
七
〇
年
代

　
に
は
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
よ
り
退
き
、
≦
．
α
q
蕊
鐸
0
9
詳
≦
江
σ
q
馨
ら
と
共
に
急
進
虫

　
義
運
動
の
渦
中
に
飛
び
込
ん
で
行
く
。

④
い
言
8
旦
諺
募
ぎ
ξ
”
恥
§
肘
恥
ぎ
馬
ミ
“
ミ
§
載
恥
8
ミ
ミ
恥
§
ミ
奪
嘩

　
凝
罫
b
軌
題
§
転
馬
a
心
。
。
O
O
蟻
O
ρ
導
ぽ
乙
σ
q
¢
論
㊤
。
。
◎
。
”
や
⑩
㊤
責
o
h
「
鎮
鍔
8
σ
ざ
。
歴

　
鼠
鳳
二
く
。
一
．
押
ワ
一
Q
◎
㊤
・

⑤
ご
暑
。
言
層
愚
e
ミ
こ
電
「
③
¶
歯

⑥
き
ミ
‘
や
①
り
●

⑦
u
即
三
。
・
層
≧
三
嘆
℃
こ
掬
黛
§
嘩
ミ
驚
ミ
防
卜
魯
§
載
ミ
ミ
毎
歳
U
。
㌣

　
α
o
鈍
お
劇
G
。
層
》
ω
三
塁
ω
導
埠
げ
層
愚
●
鼠
W
二
℃
や
。
。
刈
占
」
匁
曜
覧
ご
ま
。
営
い
愚
“

　
9
駄
こ
や
◎
。
b
o
”
図
。
σ
ぽ
ω
層
。
》
亀
鳳
こ
℃
．
b
σ
ミ
．

⑧
芝
馨
β
N
ミ
臆
。
§
、
§
牌
馬
蔓
瓢
ぎ
N
§
ミ
ミ
＆
砺
愚
黛
馬
噛
、
軸
§
こ
ミ
富
昏
鳳

　
ミ
ト
。
鷺
♪
詠
。
〈
o
『
ミ
Φ
尉
〈
o
H
・
H
こ
℃
℃
。
b
。
1
。
。
幽
。
諏
巴
げ
桶
〉
ω
一
二
〇
楓
ω
導
詳
ダ

　
o
§
驚
“
■
層
や
建
9

⑨
U
髪
｛
。
・
’
愚
．
ミ
こ
℃
．
O
。
。
。

⑩
≦
馨
β
§
・
ミ
‘
箒
．
・
。
斜
臨
．
。
ぎ
α
ぴ
紺
渚
巳
ぐ
・
賓
。
。
慧
芸
嫡
愚
．
ミ
こ

　
や
峯
伊

⑪
〃
N
ミ
鮮
．
や
ω
O
c
。
●

⑫
　
U
¢
く
一
ψ
》
o
》
職
蝋
．
”
や
鴇
e
O
o
出
。
層
O
僧
犠
し
む
こ
↓
ミ
も
ぎ
ミ
馨
唾
幣
鳶
馬
§
ミ
鰍

　
↓
ぎ
さ
ミ
帖
§
＆
馬
＆
ミ
簿
ミ
乱
㌧
蕊
罵
§
襲
偽
ミ
馬
§
ミ
G
偽
ミ
袋
遣
壇
ぎ
薦
ミ
嬉

　
い
。
惹
口
σ
q
伸
o
P
一
㊤
認
噂
や
憲
・

⑬
》
ω
三
ミ
ω
ヨ
謬
7
§
・
ミ
こ
℃
・
嵩
悼
・
ω
富
℃
ぎ
卸
愚
e
ミ
’
層
く
。
回
曾
お
℃
．

　
お
い
彼
は
三
位
…
体
説
を
否
認
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
点
に
関
す
る

　
限
り
罵
統
派
で
あ
っ
た
。
し
か
し
異
端
的
見
解
駕
対
し
て
も
寛
容
で
あ
ウ

（
8
げ
。
諺
器
魑
男
。
σ
識
の
び
、
．
℃
三
一
首
り
。
自
焦
凱
儒
α
q
o
㊤
肖
α
U
一
ぴ
丁
零
目
論
ぎ
男
①
一
学

　
σ
q
δ
瓢
．
、
ぎ
℃
ミ
、
愚
b
。
ミ
置
禽
恥
躊
O
㍗
惣
、
蔑
騎
9
ミ
識
ぴ
ミ
暁
。
嚇
こ
。
穿
脚
触

　
馬
鰍
罫
競
馬
款
鷺
§
1
9
津
巴
σ
鴇
0
8
貯
建
緊
閉
ロ
暮
際
遇
噛
い
。
聖
血
8
お
蟄
℃
憎
。

　
↑
ω
ω
．
）
宗
教
問
題
に
対
す
る
自
由
探
究
の
精
神
を
奨
励
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
し
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ぱ
し
ば
そ
の
正
統
主
義
に
疑
問
を
抱
か
れ
た
（
邸
。
σ
ヨ
ρ
愚
．
ミ
；
マ
圏
O
）
の

　
で
あ
る
が
、
そ
の
ピ
ュ
ァ
リ
タ
ソ
的
敬
慶
さ
は
勿
’
く
の
入
々
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。

⑭
診
乞
畠
の
葺
夢
瑠
§
．
ミ
．
．
娼
二
＄

⑮
ま
ミ
こ
℃
℃
』
窓
出
．
　
　
　
、

⑳
き
ミ
こ
℃
℃
．
b
。
b
。
層
鴇
阜

⑰
≦
舞
β
毫
●
ミ
‘
＜
。
野
鰹
娼
．
ω
O
画
。
ぎ
α
9
ご
蓉
。
5
。
辱
．
ミ
ニ
や
唾
⑩
’

⑱
艶
ω
三
塁
の
竃
禅
劉
愚
●
ミ
；
℃
●
雛
メ

⑲
き
ミ
暫
．
署
二
器
山
①
。
。
．

⑳
N
9
鎚
こ
℃
．
一
①
歴
ウ
ォ
ァ
リ
ソ
ト
ソ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
に
開
し
て
は
、
蜜
。
ぴ
p
？

　
巴
雪
▼
揖
⑦
笹
。
昼
嶺
ミ
蕊
蟻
曼
§
臥
ミ
§
§
陵
、
N
訂
幾
迷
。
噛
、
陵
§
職
繋
ミ
鴫
§
ζ
♪

　
一
意
ω
が
詳
し
い
。

⑳
℃
比
＄
鷺
。
ざ
．
．
碧
6
ピ
。
。
盆
器
。
。
o
⇒
踏
尻
8
謄
蜜
窪
鳥
O
雪
。
『
9
℃
o
＝
畠
．
．

　
ヨ
ヒ
ご
周
。
≦
野
。
》
鼠
赴
唱
や
一
〇
〒
お
b
。
冒
〉
白
・
画
趣
ω
ヨ
圃
普
、
。
辱
う
ミ
こ
℃
層

　
錺
ω
よ
。
駕
畠
ρ
。
三
書
噛
愚
’
ミ
；
℃
や
㎝
ω
ふ
．

⑫
　
〉
・
・
三
二
の
ヨ
凶
菩
℃
。
》
鼠
牒
二
　
や
b
。
畠
曜

　
　
い
ぎ
o
o
言
り
。
特
．
鼠
野
℃
e
．
Q
◎
㊤
噛
一
七
六
一
二
年
に
編
纂
さ
れ
た
彼
の
．
．
い
㊦
。
マ

　
黄
。
ω
．
、
の
中
に
は
一
〇
編
の
市
民
政
府
に
関
す
る
講
畿
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。
い

　
つ
れ
も
ロ
ッ
ク
の
政
治
議
に
基
ず
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

㊧
麟
ρ
。
ぎ
醸
》
。
巴
①
ヨ
団
は
鵠
器
一
6
塁
φ
三
冨
ほ
翼
O
巳
α
q
①
と
も
呼
ば

　
れ
一
七
八
六
年
揖
ソ
ド
ソ
に
創
立
さ
れ
、
一
七
九
六
年
ま
で
存
続
し
た
。
教
師
に

　
は
℃
臨
＄
鴬
。
ざ
℃
慧
。
や
｝
民
油
対
℃
飼
9
ノ
〈
辞
臨
巴
斜
9
し
づ
⑦
芭
類
ヨ
サ
〉
．

　
切
㊦
Φ
ω
ら
、
多
く
の
急
進
主
褒
藩
が
参
加
し
た
。
（
》
ω
乞
①
く
o
D
旨
搾
7
0
匿
。
蹄
’

　
唱
℃
¶
周
謡
l
Q
。
。
）
な
お
こ
の
カ
レ
ッ
ジ
の
委
員
の
㎝
○
人
程
が
、
．
男
曇
．
o
ご
餓
。
嵩

　
ω
0
9
①
躇
．
．
の
有
力
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。
（
い
ヨ
o
o
ぎ
．
o
》
ミ
ニ
や
㊤
刈
）

㊧
い
汐
8
罫
愚
．
ミ
・
”
や
ゆ
Φ
嚇
勺
凱
Φ
琶
の
ざ
黛
隣
§
書
鴨
§
簿
馬
》
毫
ミ

　
O
ξ
自
騎
ミ
肉
恥
§
ミ
凡
§
㍉
執
。
駄
ぎ
卸
S
唐
ミ
ミ
恥
魚
馬
ぎ
之
馬
還
G
ミ
弗
♪

　
》
寧
罵
O
把
鷺
ミ
書
く
。
い
×
く
旧
℃
外
乱
。
幕
P
達
3
や
ゆ
窃
黒

⑳
参
三
塁
ω
費
三
ノ
愚
．
ミ
．
’
O
げ
や
類
り
U
8
8
言
℃
§
“
偽
帖
♪
℃
や
痒
ム
・

⑳
　
》
㎝
三
〇
嘱
Q
D
導
搾
貫
。
辱
9
職
“
．
”
培
蕊
鴇
ミ
・
た
と
え
ば
ウ
ォ
ァ
リ
ソ
ト
ソ
・
ア
カ

　
デ
ミ
ー
の
一
六
入
の
教
師
の
う
ち
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
戯
身
者
四
人
、
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ

　
幽
身
者
二
人
、
ア
パ
デ
ィ
ソ
出
身
春
一
人
、
階
七
入
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
大
学

　
出
身
で
あ
っ
た
。
（
窯
。
ず
帥
プ
巳
p
戸
。
》
亀
～
・
・
ワ
ひ
。
一
）

嬢
　
切
。
げ
ヨ
。
・
曝
愚
・
職
篤
こ
く
同
野
憶
§
肋
帖
ミ
「

三

テ
ス
ト
・
ア
ン
ド
・
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
撤
廃
運
動
の
展
開

　
｝
七
七
二
年
の
月
。
除
き
自
O
O
壱
。
同
9
怠
9
ρ
＞
o
窃
撤
廃
運
動
は

O
冨
託
。
巴
勺
②
ぼ
鉱
○
質
と
云
わ
れ
て
い
る
如
く
、
　
ラ
シ
ョ
ナ
ル
・
デ

ィ
セ
ソ
タ
ー
ズ
の
主
張
に
共
感
を
抱
い
て
い
た
国
教
会
左
翼
の
人
々

を
中
心
に
行
わ
れ
た
運
動
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
コ
八
世
紀
の
イ
ギ

リ
ス
革
命
で
あ
り
、
そ
の
敗
退
は
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
反
動
の
開
始
を

　
①

示
す
」
と
さ
え
云
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
テ
ス
ト
・
ア
ン
ド
・
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
ク
ト
撤
廃
の
運
動
は
、
合
理
的
な
自
由
に
対
す
る

積
極
的
主
張
を
背
景
に
、
　
「
寛
容
令
」
の
修
正
を
廻
指
す
も
の
で
あ

っ
た
。

　
こ
の
頃
、
不
寛
容
な
、
熱
狂
的
メ
ソ
ジ
ス
ト
の
勢
力
が
聖
教
会
内
で

一
層
強
化
さ
れ
、
従
来
、
政
治
的
に
そ
の
自
由
を
黙
認
さ
れ
て
き
た
に

す
ぎ
ぬ
デ
ィ
セ
ソ
タ
…
ズ
特
に
、
ラ
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
ィ
セ
ソ
タ
ー
ズ
の
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法
的
地
位
は
危
険
に
曝
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
の
政
治
的
に
保
守
的

で
反
主
知
主
義
的
な
宗
教
的
熱
狂
は
合
理
主
義
の
立
場
を
危
く
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

も
の
と
し
て
、
ま
ず
国
教
会
左
翼
の
反
撃
を
う
な
が
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
運
動
の
主
唱
者
の
一
人
閃
窮
郎
9
ω
煙
霧
｝
（
σ
郎
導
Φ
（
一
七
〇

五
－
丁
七
八
・
七
）
は
、
　
眠
肌
に
一
七
壽
ハ
山
ハ
肱
＋
、
、
○
○
昌
｛
①
Q
o
甑
○
コ
ρ
一
、
、
を
著

し
て
、
三
九
力
条
の
信
仰
箇
条
の
修
正
と
、
牧
師
、
学
位
取
得
者
に

対
す
る
宣
誓
［
義
務
の
修
正
を
要
求
し
て
い
る
。
こ
れ
は
デ
ィ
セ
ソ
タ

ー
ズ
に
テ
ス
ト
・
ア
ン
ド
・
コ
…
ボ
レ
ー
シ
ョ
ソ
・
ア
ク
ツ
撤
｛
溌
の

新
し
い
潮
田
を
与
え
た
の
み
な
ら
ず
、
國
教
会
内
に
も
多
く
の
同
調

者
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。
彼
は
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
に
お
い
て
ロ
ッ

ク
の
政
治
理
論
に
親
し
み
、
後
に
］
）
9
三
創
頃
霞
就
。
団
（
一
七
〇
五
…

一
七
五
七
）
か
ら
多
く
の
思
想
的
影
響
を
受
け
、
極
め
て
ユ
ニ
テ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ア
ソ
に
近
い
思
想
を
持
つ
に
至
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ー
ン
ら
に
よ
っ
て
、
　
ロ
ソ
ド
ソ
の
居
酒
屋
、
．
周
＄
掌

冨
誘
、
、
で
起
草
さ
れ
た
請
願
に
参
加
し
た
人
々
は
、
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ー

ン
の
女
婿
8
朗
①
o
℃
ぼ
ピ
ω
り
営
α
ω
①
蜜
（
一
七
二
八
一
一
八
○
八
）
を
始

め
と
す
る
ケ
ソ
ブ
リ
ヅ
ジ
出
身
の
國
教
会
の
牧
師
、
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン

を
中
心
に
せ
る
ラ
シ
望
ナ
ル
・
デ
ィ
セ
ソ
タ
ー
ズ
ら
二
五
〇
名
ば
か

り
の
入
々
で
あ
っ
た
。
請
願
は
一
七
七
二
年
二
月
六
日
、
ω
貯
乏
学

一一

f
B
窯
Φ
器
象
些
（
一
七
二
五
i
一
七
九
〇
）
の
紹
介
に
よ
っ
て
議
会

に
提
出
さ
れ
た
。

　
こ
の
請
願
の
内
容
は
ほ
ぼ
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、

魂
の
救
済
に
と
っ
て
必
要
な
す
べ
て
の
も
の
は
聖
書
に
示
さ
れ
て
お

り
、
聖
書
解
釈
の
私
的
判
断
の
充
分
か
つ
自
由
な
行
使
は
神
に
よ
っ

て
与
え
ら
れ
た
圃
有
の
権
利
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
次
い
で
、
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
の
自
由
に
し
て
根
源
的
な
教
会
の
原
則
が
存
在
し
、
そ
れ

に
基
づ
い
て
教
皇
主
義
か
ら
の
改
革
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ

　
　
　
　
サ
　
　
ブ
　
　
ス
　
　
ク
　
　
リ
　
　
プ
　
シ
カ
　
ソ

の
原
則
は
信
仰
箇
条
正
式
受
諾
に
関
連
し
た
諸
立
法
に
よ
っ
て
偏
向

せ
し
め
ら
れ
、
そ
の
諸
立
法
に
よ
っ
て
人
々
の
不
変
の
権
利
と
特
権

は
奪
わ
れ
、
誤
っ
た
人
々
に
よ
っ
て
起
草
さ
れ
た
信
仰
と
教
義
の
あ

る
条
項
の
承
認
が
要
求
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
条
項
が
す
べ
て
聖
書
に
一

致
す
る
も
の
と
主
張
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
以
上
の
如
く
、

立
法
に
よ
っ
て
儒
仰
を
規
制
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
英
國
国
教
は
真
実

　
　
　
　
習

の
キ
リ
ス
ト
教
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
と
説
き
、
真
の
宗
教
的
寛
容
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
、

実
現
を
要
求
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
議
会
の
外
に
あ
っ
て
も
テ
ス
ト
・
ア
ン
ド
・
コ
！
ボ
レ
ー
シ
ョ

ソ
・
ア
ク
ツ
の
撤
廃
を
要
求
す
る
多
数
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
出
版
さ

れ
、
な
か
で
も
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
神
学
講
師
｝
o
ご
ρ
｝
Φ
ぴ
σ
（
一
七
三
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六
…
一
七
八
六
）
の
激
越
な
三
九
力
条
批
判
は
国
教
会
内
に
衝
撃
を
与

　
　
　
　
　
⑤

え
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
当
初
は
急
進
的
な
人
々
に
よ
っ
て
指
導
さ
れ
て
い
た
に

し
ろ
、
決
し
て
極
端
な
人
々
の
み
の
運
動
で
は
な
く
、
　
「
最
も
調
和

　
　
　
　
　
r
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

の
と
れ
た
も
の
」
で
は
な
い
に
し
ろ
「
最
も
下
面
的
な
団
体
」
と
云

わ
れ
得
る
よ
う
に
、
か
な
り
多
様
な
立
場
の
人
々
の
参
加
を
得
て
い

た
。
運
動
の
主
唱
者
た
ち
は
議
会
に
対
す
る
自
己
の
政
治
的
影
響
力

を
強
化
す
る
た
め
に
は
、
ト
リ
ニ
タ
リ
ア
ソ
・
デ
イ
セ
ソ
タ
ー
ズ

8
箒
碁
鍵
㌶
ロ
U
一
ω
器
纂
①
璽
。
・
を
も
自
己
の
陣
営
に
引
き
入
れ
る
必
要

を
感
じ
て
い
た
し
、
政
権
の
座
に
あ
る
連
中
の
政
治
的
・
宗
教
的
感

情
を
損
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、
ま
た
司
教
た
ち
を
憤
激
せ
し
め
ぬ
よ

う
に
意
を
用
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
ト
リ
［
r
タ
リ
ア
ソ
・
デ
ィ
セ
ソ

日
差
ズ
も
、
聖
書
の
研
究
・
私
的
判
断
の
権
利
を
要
求
す
る
点
に
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

す
る
限
り
、
彼
ら
に
同
調
し
得
た
の
で
あ
る
。

　
Ω
①
鉱
。
巴
℃
o
獣
怠
8
は
二
一
七
対
七
一
と
い
う
多
数
で
否
決
さ

れ
た
。
努
力
が
全
く
実
を
結
ば
な
か
っ
た
こ
ど
に
失
望
し
、
自
己
の

信
念
に
従
っ
て
国
教
会
か
ら
離
れ
る
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
・
マ
ソ
、
僧
侶

が
あ
い
つ
い
だ
。
彼
ら
は
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
に
な
っ
た
り
ソ
ゼ
イ
、
ジ

ェ
ブ
の
如
く
、
そ
の
立
場
に
多
少
の
相
違
が
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
も

合
理
主
義
的
傾
向
の
強
か
っ
た
人
々
で
あ
り
、
彼
ら
の
参
加
に
よ
て

ラ
シ
。
ナ
ル
・
デ
ィ
セ
ソ
タ
ー
ズ
は
主
知
主
義
的
傾
向
と
広
教
主
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

的
立
場
が
一
層
強
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
Ω
興
一
。
鉱
勺
㊦
江
訟
8
が
否
決
さ
れ
た
直
後
、
デ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
牧
師
た
ち
は
、
テ
ス
ト
・
ア
ン
ド
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
証
ソ
・

ア
ク
ツ
撤
廃
の
好
機
は
未
だ
去
ら
ず
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
ロ
ン
ド

ン
地
区
の
デ
ィ
セ
ソ
タ
ー
三
派
の
牧
師
の
会
合
が
計
画
さ
れ
、
呼
び

か
け
を
受
け
た
九
五
人
六
七
〇
人
が
召
集
に
応
じ
、
．
・
筥
。
・
。
・
①
簿
貯
σ
q

》
喝
瞬
ぎ
暮
δ
⇔
、
、
が
計
画
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
拶
萎
蝕
罵
㌘

q
α
に
霧
（
一
七
〇
八
－
一
七
八
七
）
》
下
土
Φ
毛
機
首
も
♂
（
一
七
二
五
i
｝

七
九
五
）
ω
㊤
ヨ
器
｝
芝
葺
8
ら
を
含
む
コ
五
人
委
員
会
」
を
選
出

し
、
信
仰
箇
条
正
式
受
諾
に
関
す
る
諸
立
法
の
修
正
を
求
め
、
　
〃
三

九
力
条
”
の
代
り
に
、
神
の
言
葉
と
し
て
の
聖
書
に
信
仰
宣
言
を
行

　
　
　
　
　
　
　
⑨

う
こ
と
を
提
案
し
た
。
こ
れ
は
前
の
「
請
願
」
に
較
べ
か
な
り
妥
協

的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
下
院
に
お
い
て
は
票
決
な
し
で

第
二
、
第
三
読
会
を
通
過
し
上
院
に
回
付
さ
れ
た
。
し
か
し
上
院
で

は
、
　
「
こ
の
法
案
は
、
デ
ィ
セ
ソ
タ
ー
救
済
法
と
い
う
名
の
代
り
に
、

そ
の
真
の
名
、
長
老
主
義
奨
励
法
、
国
教
会
弱
化
・
駆
遂
法
と
い
う

名
を
帯
び
る
に
至
ろ
う
。
こ
れ
は
黒
黒
と
デ
ィ
セ
ソ
タ
ー
ズ
の
間
に
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存
在
し
て
い
た
敵
意
を
復
活
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
し

て
王
国
に
と
っ
て
常
に
不
二
載
天
の
敵
で
あ
る
共
和
主
義
的
宗
教
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

樹
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
二
重
の
危
険
を
も
た
ら
す
」
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

一
〇
二
対
二
九
の
多
数
で
否
決
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
O
冨
ω
Φ
暮
貯
σ
q
》
℃
勺
犀
。
餌
江
。
⇔
失
敗
は
デ
ィ
セ
ソ
豊
門
ズ
の

間
に
一
つ
の
論
争
を
惹
き
起
レ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
は
、
た
と
え
“
三
九
力
条
”
の
代
り
に
聖
書
を
選
ん
だ
に
し

ろ
、
委
員
会
が
す
す
ん
で
国
家
に
対
す
る
儒
仰
宣
誓
を
承
認
し
た
こ

と
に
対
す
る
非
難
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ま
さ
に
「
政
治
的
不
正
に
対

す
る
籍
助
」
と
同
様
で
あ
る
と
感
ず
る
人
厘
が
い
た
の
で
あ
る
。
彼

ら
は
、
主
権
者
に
対
し
信
仰
宣
誓
を
す
る
こ
と
は
即
自
ら
の
第
一
の

原
則
を
断
念
し
た
も
の
で
あ
り
、
宗
教
問
題
に
お
け
る
人
間
的
権
威

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

を
承
認
し
た
こ
と
に
外
な
ら
ぬ
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
O
置
ω
①
簿
貯
四
諺
℃
覧
8
ρ
鉱
。
昌
に
対
し
激
し
い
熱
狂
を
も
っ

て
反
対
し
た
の
は
、
　
非
正
統
派
に
対
す
る
寛
容
を
一
切
拒
否
し
た

O
巴
く
ぎ
冨
ぼ
。
竃
①
菩
○
巳
ω
け
で
あ
っ
た
が
、
デ
ィ
セ
ソ
タ
ー
ズ
の
内

部
に
も
“
三
九
力
条
”
を
正
式
に
受
諾
し
、
　
「
寛
容
令
」
の
恩
恵
に

あ
つ
か
っ
て
い
た
ア
ン
テ
ィ
ノ
ミ
ア
ン
ズ
は
、
寛
容
を
反
三
位
一
鯉
体

論
者
で
あ
る
異
端
の
昏
々
に
ま
で
拡
げ
る
こ
と
を
心
良
く
思
わ
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

　
ロ
ソ
ド
ソ
の
デ
ィ
セ
ソ
タ
ー
ズ
は
翌
一
七
七
一
二
年
に
再
び
議
会
に

対
す
る
》
弓
覧
8
㊤
餓
§
を
試
み
た
。
こ
れ
は
上
院
に
お
い
て
も
、

下
院
に
お
け
る
よ
う
な
「
公
平
」
の
精
神
が
優
勢
に
な
り
つ
つ
あ
る

と
い
う
楽
観
的
観
測
に
基
づ
く
行
動
で
あ
っ
た
。
》
も
覧
8
舞
ざ
ゆ
は

O
巴
鼠
蝕
ω
け
U
一
。
。
ω
①
暮
巽
ω
の
組
織
的
反
対
に
出
合
い
な
が
ら
も
下
院

を
通
過
し
た
が
、
結
局
、
上
院
に
お
い
て
再
び
否
決
さ
れ
て
し
ま
う

　
　
　
⑬

の
で
あ
る
。

　
こ
の
運
動
の
不
成
功
の
節
高
は
、
そ
れ
が
本
質
的
に
都
会
的
で
あ

り
、
著
名
な
牧
師
や
知
識
人
よ
り
な
る
小
数
グ
ル
ー
プ
の
運
動
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

て
全
国
的
な
組
織
を
持
ち
得
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
欠
陥
は

テ
ス
ト
・
ア
ン
ド
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
凱
ソ
・
ア
ク
ツ
…
撤
｛
廃
運
動
が
最

後
ま
で
克
服
し
得
ぬ
致
命
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
デ
ィ
セ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

ソ
タ
ー
ズ
の
人
口
は
一
八
世
紀
を
通
じ
常
に
少
数
で
あ
り
、
国
家
と

教
会
の
伝
統
的
な
同
盟
は
想
像
以
上
に
強
固
で
あ
っ
た
。

　
二
度
に
わ
た
る
U
富
。
。
①
暮
冨
σ
q
》
℃
℃
ζ
o
欝
¢
○
昌
の
失
敗
は
、
一
二
九

力
条
を
自
己
の
宗
教
的
真
理
を
支
持
す
る
も
の
と
み
な
す
国
教
会
内

外
の
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
的
要
素
に
対
す
る
闘
争
へ
と
ラ
シ
ョ
ナ
ル
・

デ
ィ
セ
ソ
タ
ー
ズ
を
駆
り
立
て
た
の
で
あ
る
、
テ
ス
ト
・
ア
ン
ド
・
コ
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！
ボ
レ
ー
シ
ョ
ソ
・
ア
ク
ツ
撤
廃
運
動
は
よ
り
急
進
的
な
ユ
一
＝
ア

リ
ア
ン
を
中
核
に
し
た
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
指
導
さ
れ
る
に
至
り
、

や
が
て
宗
教
（
一
思
想
）
的
霞
由
を
妨
害
す
る
制
度
に
対
す
る
公
然

た
る
攻
撃
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
彼
等
が
多
様
な
立

場
に
立
つ
ラ
シ
。
ナ
ル
・
デ
ィ
セ
ソ
タ
ー
ズ
で
あ
る
こ
と
に
変
り
は

な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
の
哲
学
に
同
意
し
た
わ
け
で

は
な
か
っ
た
が
、
良
心
の
自
7
田
を
妨
げ
る
も
の
は
国
家
の
罰
瑚
に
よ

っ
て
維
持
さ
れ
て
い
る
国
教
会
制
度
そ
の
も
の
で
鯵
り
、
与
え
ら
れ

た
「
寛
容
」
が
そ
れ
に
対
す
る
単
な
る
政
治
的
補
償
に
す
ぎ
な
い
こ

と
を
知
り
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
諸
権
利
は
市
民
と
し
て
の
諸
権
利
と

不
可
分
で
あ
る
と
い
う
確
信
が
彼
等
の
間
に
行
き
渡
る
と
、
テ
ス

ト
・
ア
ン
ド
・
認
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ソ
・
ア
ク
ツ
撤
｛
廃
運
動
は
必
然
的

に
政
治
的
コ
ー
ス
を
た
ど
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
彼
ら
の
要
求

は
人
類
の
共
通
の
権
利
を
求
め
る
よ
り
広
範
な
よ
り
普
遍
的
な
運
動

に
発
展
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
実
現
し
得
る
と
感
ぜ
ら
れ
た

　
　
　
　
⑯

か
ら
で
あ
る
。

　
①
ご
琴
2
p
信
幽
ミ
ご
℃
』
。
。
ω
’

　
②
き
ミ
ニ
ワ
睡
餅

　
③
。
ら
冨
9
Φ
戸
一
顧
ミ
；
〈
。
ド
H
こ
唱
．
蕗
b
。
山

　
④
》
コ
遷
半
身
£
最
。
さ
督
学
沼
凶
ω
8
蔓
℃
や
。
。
の
．

⑤
鷺
器
8
σ
ざ
愚
‘
ミ
．
瞭
〈
2
’
γ
署
ム
謹
φ

⑥
瓢
窪
ユ
ρ
儒
⑦
ρ
愚
’
ミ
；
ワ
α
・
。
・

⑦
き
ミ
ご
や
蜜

⑧
き
ミ
こ
ワ
q
伊

⑨
ピ
三
8
ぎ
．
愚
．
ミ
こ
署
．
b
。
“
。
蒔
よ
．

⑩
　
〉
”
コ
舜
一
郎
。
α
q
諺
8
び
嵩
蕊
讐
踏
一
ω
8
Q
”
℃
噛
Φ
Q
。
．

⑪
　
導
ミ
；
や
一
Φ
一
．

⑫
U
ヨ
8
葺
§
■
ミ
．
璽
唱
●
器
。
。
■

⑬
　
ま
ミ
ニ
唱
や
b
。
ω
〒
ω
．

⑭
き
ミ
ご
や
や
b
。
・
。
鮮
誌
り
・

⑮
切
①
げ
σ
は
一
七
四
〇
…
一
八
○
○
年
に
お
け
る
デ
ィ
セ
ン
タ
ー
ズ
を
二
五
〇
、

　
○
○
○
～
四
〇
〇
、
○
○
○
と
推
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
全
人
口
の
約

　
四
～
四
・
五
％
で
あ
り
、
芝
一
一
一
冨
日
目
H
O
a
鶏
ヨ
O
o
¢
p
o
篇
の
報
告
書
に

　
お
け
る
．
糊
奢
の
比
率
と
大
差
が
な
い
。
し
か
し
、
彼
は
こ
の
時
期
に
お
け
る
デ
ィ

　
セ
ソ
タ
ー
ズ
の
敏
会
的
・
経
済
的
意
義
は
初
期
に
く
ら
べ
可
成
り
減
少
し
た
こ
と

　
を
指
摘
し
て
い
る
。
（
切
⑦
げ
ダ
朔
σ
二
三
喩
§
ミ
§
ミ
ミ
§
3
碕
。
箋
ミ
§
蕊

　
肉
“
§
§
層
詩
卜
書
偽
N
＆
O
よ
恥
8
讐
ピ
9
乙
○
鐸
一
㊤
ω
タ
℃
ワ
ω
ω
讐
島
”
α
。
。
．
）

⑱
匿
昌
8
貰
愚
．
ミ
》
℃
』
ω
α
・

四
　
撤
廃
運
動
の
核
心
的
理
念

　
既
に
触
れ
た
如
く
、
　
ロ
ッ
ク
は
「
正
確
に
政
府
の
業
務
と
宗
教
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
モ
ン
ウ
エ
ル
ス

の
業
務
を
区
別
す
る
」
必
要
性
を
説
き
、
　
「
国
　
家
は
彼
ら
自
身
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
も

市
民
的
利
害
を
取
得
し
、
保
障
し
、
推
進
す
る
た
め
に
の
み
構
成
さ

れ
た
人
間
の
社
会
」
で
あ
り
、
　
「
市
民
的
利
害
と
は
生
命
、
自
由
、

ge　（ge）
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健
康
、
肉
体
に
苦
痛
を
与
え
ぬ
こ
と
、
そ
し
て
、
貨
幣
・
土
地
・
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

屋
・
道
具
の
如
き
外
的
物
件
の
所
有
で
あ
る
」
と
断
じ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ロ
ッ
ク
に
よ
っ
て
国
家
の
存
在
理
由
が
自
然
法
に

基
づ
い
て
明
確
化
さ
れ
た
後
、
聖
書
を
イ
ギ
リ
ス
憲
法
と
君
倣
す
こ

と
は
で
き
な
い
と
い
う
態
度
が
一
般
化
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

右
の
如
き
ロ
ッ
ク
の
理
念
が
純
粋
に
実
現
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ

た
。
教
会
の
国
家
に
対
す
る
優
越
権
を
主
張
す
る
鵠
一
σ
q
ゲ
O
プ
焉
。
げ

ヨ
①
添
麩
｝
即
o
O
σ
詫
①
8
0
ユ
⑦
ω
は
急
速
に
衰
退
し
、
国
家
を
教
会
の
影

響
力
か
ら
臨
適
せ
し
め
る
過
程
は
一
八
世
紀
の
前
半
に
完
成
し
た
。

だ
が
、
こ
の
事
実
は
国
家
と
教
会
が
梢
互
に
自
主
性
を
持
つ
に
至
っ

た
こ
と
、
ロ
ヅ
ク
の
言
葉
を
用
い
れ
ば
両
者
が
「
正
確
に
区
別
し
さ

れ
る
に
至
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
全
く
な
い
。
事
実
は
む
し

ろ
逆
に
圏
家
の
世
俗
的
統
治
に
有
用
な
限
り
教
会
を
利
用
せ
ん
と
す

る
立
場
が
強
ま
り
、
や
が
て
ト
ー
リ
ー
を
も
含
め
て
こ
れ
を
承
認
す

　
　
　
　
　
　
　
　
②

る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
】
W
の
コ
一
陣
讐
一
型
　
麟
。
伊
α
一
寸
　
（
一
六
・
七
六
一
一
七
六
一
）
　
は
、
　
国
家
は
常

に
教
会
が
．
嶋
旨
や
興
ξ
讐
ヨ
一
巳
も
φ
置
。
、
．
た
る
こ
と
に
抵
抗
す
べ

き
で
あ
り
、
そ
の
膚
己
保
存
の
た
め
に
す
べ
て
の
必
要
な
権
力
を
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

た
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
力
説
し
た
。
か
か
る
国
墜
ω
江
竃
主
義
は
教

会
を
政
治
的
・
往
会
的
便
宣
と
考
え
る
立
場
を
形
成
し
、
テ
ス
ト
・

ア
ソ
ヂ
．
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
ク
ツ
は
照
家
に
と
っ
て
有
用
な

る
教
会
制
度
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
政
治
的
措
置
と
し
て
弁
護

さ
れ
る
に
至
る
の
で
あ
る
。

　
テ
ス
ト
・
ア
ン
ド
・
コ
…
ボ
レ
ー
シ
ョ
ソ
・
ア
ク
ツ
に
対
す
る

ト
ー
リ
i
的
擁
護
論
は
ロ
ソ
ド
ソ
司
教
日
ぎ
ヨ
霧
。
Q
9
ユ
○
鼻
（
一

六
七
八
i
一
七
六
一
）
の
、
、
》
く
ぎ
a
o
斜
江
O
コ
○
隔
叶
プ
①
O
O
吋
℃
○
梶
ρ
鉱
O
コ

嘗
伽
6
①
。
，
骨
｝
。
諾
（
一
瞬
Q
。
）
．
．
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
。
彼
は
、
デ
ィ

セ
ソ
タ
ー
ズ
は
國
教
会
を
打
ち
倒
し
彼
ら
が
よ
り
真
実
な
よ
り
純
粋

な
宗
教
と
考
え
て
い
る
長
老
派
の
信
仰
を
草
隷
に
し
ょ
う
と
欲
し
て

い
る
、
も
し
彼
ら
が
こ
の
試
み
に
失
敗
す
れ
ば
、
官
職
に
あ
る
デ
ィ

セ
ソ
タ
！
ズ
が
必
ず
そ
の
試
み
を
引
き
継
ぎ
、
宗
教
的
争
い
が
生
じ

て
く
る
、
し
た
が
っ
て
、
い
か
な
る
政
府
も
国
内
に
お
け
る
平
和
と

秩
序
を
維
持
す
る
と
い
う
基
本
的
義
務
を
満
さ
ん
と
欲
す
る
な
ら
ば
、

デ
ィ
セ
ソ
タ
ー
ズ
を
政
治
的
権
力
か
ら
排
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と

　
　
　
　
　
④

主
張
し
て
い
る
。
彼
の
こ
の
書
は
一
八
世
紀
末
か
ら
一
九
世
紀
初
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

に
か
け
、
三
度
版
を
重
ね
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
テ

ス
ト
・
ア
ン
ド
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
箪
ソ
・
ア
ク
ツ
…
撤
廃
…
運
動
反
対
の

保
守
主
義
的
理
論
と
し
て
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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一
方
、
ウ
イ
ッ
グ
的
擁
護
論
は
グ
ロ
ス
タ
ー
司
．
教
の
　
芝
難
冨
導

芝
転
げ
環
霧
。
瓢
（
一
六
九
八
一
一
七
七
九
）
に
よ
っ
て
展
…
開
さ
れ
て
い
る
。

彼
は
「
自
然
法
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
人
間
は
彼
良
身
の
良
心
に
従

っ
て
神
を
信
仰
す
る
権
利
を
有
す
る
」
と
主
張
し
な
が
ら
、
テ
ス

ト
。
ア
ン
ド
。
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
琶
ソ
・
ア
ク
ツ
に
よ
っ
て
国
布
教
ム
ム
を

擁
護
す
る
こ
と
の
正
当
性
を
論
じ
て
い
る
。
彼
は
ロ
ッ
ク
の
自
然
法

に
基
．
つ
く
国
家
帽
埋
払
珊
と
、
　
竃
9
汁
け
財
¢
～
く
8
一
口
側
㊤
一
（
一
六
五
七
1
－
｛
七
三

三
）
の
教
会
理
念
を
結
合
し
た
と
云
わ
れ
る
奇
妙
な
論
理
を
述
べ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
に
よ
れ
ば
国
家
と
教
会
は
同
一
の
個
次
人
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
工
つ
の
社
会
で
あ
り
、
二
つ
の
異
な
っ
た
意
志

と
人
格
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
人
間
が
構
成
す
る
社
会
に

お
け
る
多
数
者
は
個
人
と
し
て
の
名
称
を
も
ち
、
社
会
の
意
志
を
代

表
す
る
。
し
た
が
っ
て
多
数
者
は
一
つ
の
人
格
と
し
て
取
扱
う
こ
と

が
で
き
る
。
二
つ
の
社
会
は
（
そ
れ
を
代
表
す
る
多
数
者
に
よ
っ
て
）
綴

互
に
契
約
を
取
り
結
ぶ
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
か
か
る
前
提
に
従
っ

て
、
彼
は
、
国
家
と
教
会
は
相
互
の
成
員
の
契
約
に
よ
っ
て
形
成
さ

れ
た
協
同
す
る
団
体
で
あ
る
と
い
う
結
論
を
導
き
出
す
の
で
あ
る
。

彼
に
よ
れ
ば
、
國
家
は
自
然
状
態
の
害
悪
を
取
り
除
き
不
正
を
正
す

こ
と
、
現
世
的
自
由
と
財
産
を
保
障
す
る
こ
と
を
本
来
の
目
的
と
す

る
が
，
教
会
は
神
の
恩
寵
を
獲
得
す
る
こ
と
、
吾
女
の
知
臨
本
質
を

改
善
す
る
こ
と
を
霞
的
と
す
る
。
し
か
し
、
教
会
の
道
徳
的
教
義
は

世
俗
的
法
律
、
国
家
権
力
を
も
っ
て
し
て
も
仲
次
達
す
る
こ
と
の
で

き
ぬ
人
聞
の
精
神
の
う
ち
に
滲
透
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
家
の
臼

的
達
成
を
補
っ
て
い
る
。
一
方
、
教
会
は
国
家
の
助
力
な
し
に
道
徳

虚
無
移
序
を
騒
復
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
商
者
は
自

由
な
協
定
と
桐
互
的
契
約
に
基
づ
い
て
、
相
互
の
支
持
と
擁
護
の
た

め
に
政
治
的
同
…
盟
を
結
ん
だ
の
だ
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
国
家
に
よ

っ
て
保
護
さ
れ
た
教
会
は
最
も
有
効
に
そ
の
影
響
力
を
人
女
の
精
神

に
及
ぼ
し
得
る
。
テ
ス
ト
・
ア
ン
ド
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
ク

ツ
こ
そ
、
教
会
に
保
護
を
与
え
る
国
家
の
配
慮
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

デ
ィ
セ
ソ
タ
ー
ズ
か
ら
信
仰
の
自
由
を
奪
う
こ
と
な
し
に
、
政
治
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

敵
対
者
か
ら
教
会
を
効
果
的
に
保
護
す
る
手
段
で
あ
る
。
以
上
の
如

く
、
ウ
ォ
ァ
バ
ー
ト
ソ
は
徹
底
し
た
政
治
的
功
利
主
義
の
立
場
か
ら

テ
ス
ト
・
ア
ン
ド
。
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
ク
ツ
擁
誹
護
払
澗
を
［
肢
二
一

し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
た
一
八
世
紀
を
通
じ
国
教
会
内
の
有
力

な
見
解
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
か
か
る
擁
護
論
に
対
し
て
、
デ
ィ
セ
ソ
タ
ー
ズ
の
立
場
か
ら
批
判

が
提
出
さ
れ
た
の
は
む
し
ろ
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
代
表
的
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な
も
の
が
ア
イ
ザ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ッ
ツ
と
鼠
言
げ
騨
ご
巴
同
8
0
≦
σ
⇔
○
○
創
（
一

七
〇
〇
i
一
七
九
二
）
の
批
判
で
あ
る
。
ウ
ォ
ッ
ツ
は
主
と
し
て
ウ
ォ

ァ
パ
ー
ト
ソ
の
擁
護
論
に
対
し
、
次
の
如
く
批
判
を
展
開
し
て
い
る
。

ま
ず
、
彼
は
、
人
間
は
理
性
と
鬼
女
保
存
の
原
則
に
導
か
れ
、
契
約

に
基
づ
い
て
各
個
人
が
根
互
の
福
祉
と
安
全
を
考
慮
す
る
組
織
と
し

て
国
家
を
形
成
し
た
こ
と
を
説
き
、
国
家
は
人
主
の
現
在
の
生
活
に

お
け
る
自
然
的
・
市
民
的
福
祉
に
明
白
に
関
連
す
る
宗
教
問
題
の
み

を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
真
実
の
神
に
対
す
る
国
王
と

人
民
の
一
致
し
た
儒
仰
は
、
全
体
の
平
和
の
確
実
な
保
障
で
あ
る
が
、

国
玉
は
人
々
の
良
心
の
自
由
を
犯
し
て
彼
ら
を
特
定
の
儒
仰
に
強
饗

し
た
り
、
特
定
宗
派
の
た
め
に
公
共
の
資
金
を
流
用
す
る
権
利
の
な

い
こ
と
を
主
張
し
た
。
そ
れ
は
、
か
か
る
特
定
の
宗
派
の
儒
仰
は
国

家
の
保
全
に
と
っ
て
も
、
人
民
全
体
の
市
民
聾
唖
鮭
に
と
っ
て
も
不

可
欠
の
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
彼
は
国
家
が
僑

仰
の
相
違
を
理
由
に
人
を
処
罰
し
た
り
、
市
民
的
権
利
に
差
別
を
設

け
る
べ
き
で
な
い
と
し
、
す
べ
て
の
人
が
国
家
の
公
職
に
対
し
平
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

の
機
会
を
持
つ
べ
き
こ
と
を
要
求
し
た
の
で
あ
る
。
ウ
ォ
ッ
ツ
は
ピ

ュ
ァ
リ
タ
ソ
の
精
神
的
伝
統
に
沿
っ
て
ロ
ッ
ク
の
理
論
を
受
け
止
め
、

揖
ッ
ク
の
理
論
を
形
式
的
に
踏
襲
し
た
ウ
す
ア
バ
ー
ト
ソ
と
は
全
く

異
な
っ
た
結
論
を
導
き
出
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
ト
ゥ
グ
ヅ
ド

の
蛮
風
も
同
様
で
あ
っ
た
。
彼
は
ウ
ォ
一
，
バ
ー
ト
ソ
の
擁
護
論
を
継

承
し
た
｝
○
プ
⇔
毛
母
＄
の
所
説
を
批
判
し
、
教
会
当
局
が
人
間
の

真
理
操
究
に
対
し
て
欄
限
を
も
う
け
る
こ
と
は
人
間
に
対
す
る
侮
蔑

で
あ
る
と
断
じ
、
テ
ス
ト
・
ア
ン
ド
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
ク

ツ
を
「
本
質
的
な
市
民
権
」
を
侵
害
す
る
も
の
と
看
敏
し
た
の
で
あ

る
。
彼
は
教
会
は
神
に
よ
っ
て
立
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
神
以
外

の
立
法
者
、
命
令
者
は
存
在
す
べ
き
で
は
な
く
、
統
治
者
は
信
仰
問

題
に
干
渉
す
る
権
限
を
も
た
ぬ
、
し
か
る
に
イ
ギ
リ
ス
の
国
教
会
は

議
会
に
よ
る
立
法
、
議
会
の
権
威
に
お
い
て
成
立
し
て
い
る
と
非
難

す
る
。
そ
し
て
、
か
か
る
矛
盾
を
解
決
す
る
唯
一
の
方
法
は
国
教
翻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

度
の
廃
止
で
あ
る
と
示
唆
し
た
の
で
あ
る
。

　
ウ
ォ
ッ
ヅ
ー
ー
ト
ゥ
グ
ッ
ド
の
峻
厳
な
る
論
告
は
、
従
来
温
和
で
あ

っ
た
デ
ィ
セ
ソ
タ
ー
ズ
に
影
響
を
与
え
、
．
．
O
o
ヨ
嘆
③
げ
Φ
訪
臨
。
⇔
．
、
を

通
じ
て
彼
ら
の
要
求
を
満
さ
ん
と
す
る
態
度
か
ら
、
国
教
翻
度
の
廃

止
に
よ
っ
て
樹
立
な
平
等
を
か
ち
と
る
態
度
へ
の
転
換
、
少
く
と
も

そ
う
し
た
新
し
い
態
度
の
表
面
化
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
か
か
る
教
会
や
国
家
の
干
渉
に
抵
抗
し
真
の
良
心
の
自
由
を
確
立

せ
ん
と
す
る
デ
ィ
セ
ソ
タ
ー
ズ
の
伝
統
慰
、
一
八
世
紀
後
半
の
ユ
ニ
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デ
リ
ア
ソ
ズ
に
最
も
良
く
継
承
さ
れ
、
彼
等
の
神
学
的
立
場
に
起
因

す
る
理
念
に
よ
っ
て
一
層
強
化
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
神
の
恩
寵
は
徐

々
に
、
し
か
し
必
然
的
に
人
間
を
進
歩
の
道
に
沿
っ
て
幸
禰
へ
と
導

い
て
い
く
と
い
う
「
進
歩
の
理
念
」
で
あ
り
、
後
に
哲
学
的
急
進
主

義
に
お
け
る
．
．
貯
儀
①
塗
筆
鷲
。
σ
q
屋
。
。
。
。
．
、
の
理
念
の
源
流
と
な
る
も

　
　
　
　
⑨

の
で
あ
っ
た
。
プ
リ
ー
ス
ト
リ
ー
は
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
す
べ
て
の
知
識
は
分
割
さ
れ
発
展
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
、
そ

し
て
知
識
は
一
つ
の
力
で
あ
る
故
に
、
そ
の
発
展
と
共
に
膚
然
に
対

す
る
支
配
は
増
大
し
、
こ
の
世
に
お
け
る
人
間
の
状
況
を
よ
り
容
易

に
よ
り
映
的
に
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
こ
と
、
か
く
て
、
こ
の
世

は
吾
々
が
想
像
す
る
以
上
に
栄
光
に
満
ち
た
天
国
的
な
も
の
に
な
る

で
あ
ろ
う
こ
と
、
か
く
の
如
き
方
向
へ
の
知
的
発
展
は
人
閥
性
の
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

常
の
自
発
的
発
展
た
る
こ
と
を
確
威
し
て
い
る
。

　
こ
れ
は
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
に
お
け
る
原
罪
意
識
と
予
定
説
を
否
定

し
、
動
…
機
に
基
づ
く
入
間
行
動
の
必
然
性
と
、
キ
リ
ス
ト
教
の
指
示

す
る
道
徳
律
に
従
っ
て
動
機
を
高
め
て
い
く
自
由
を
主
張
す
る
合
理

的
神
学
の
所
産
で
あ
っ
た
。
彼
の
必
然
論
は
「
人
間
物
質
論
」
に
基

づ
い
て
い
る
。
彼
は
人
間
本
性
を
二
つ
の
異
っ
た
実
体
、
す
な
わ
ち

露
ρ
簿
興
と
。
・
讐
露
骨
に
区
分
す
る
伝
統
的
な
考
え
に
反
対
す
る
。

彼
に
よ
れ
ば
、
知
覚
及
び
思
考
の
基
礎
た
る
露
讐
α
は
肉
体
か
ら
区

別
さ
れ
る
べ
き
実
体
で
は
な
い
。
そ
れ
は
ヨ
曽
窪
鶏
の
匿
○
創
跳
。
㌣

慧
○
昌
以
上
の
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
か
か
る
「
人
間
物
質
論
」

は
キ
リ
ス
ト
の
人
間
た
る
こ
と
を
主
張
す
る
○
り
o
o
貯
㌶
巳
ω
難
（
一
八

世
紀
に
お
い
て
は
¢
裁
け
貧
β
巳
。
・
日
と
岡
義
語
）
の
教
義
．
℃
霞
δ
。
・
○
℃
7

一
。
巴
　
器
8
ω
。
。
二
三
、
と
共
に
一
つ
の
体
系
の
一
部
を
形
成
し
て
お
り
、

自
然
の
観
察
、
聖
書
か
ら
の
正
し
い
演
繹
に
よ
っ
て
顕
示
さ
れ
る
と

い
う
。
人
間
が
物
質
的
存
在
た
る
こ
と
は
、
人
間
が
機
械
観
法
則
に

支
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
人
間
の
≦
厳

は
自
由
で
あ
り
得
ず
、
く
〇
一
一
賦
8
は
物
質
的
諸
条
件
に
よ
っ
て
規
網

さ
れ
、
入
間
の
行
為
は
必
然
的
に
決
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
≦
葭
は

人
閥
の
行
動
力
を
支
配
す
る
も
の
と
し
て
決
し
て
固
定
し
た
も
の
で

は
な
い
。
．
す
な
わ
ち
、
人
閥
の
鷲
◎
o
＄
ω
o
鴎
芝
臼
ぎ
σ
q
は
原
因
と

し
て
動
機
を
も
つ
。
動
機
は
さ
ら
に
二
つ
の
要
因
に
よ
っ
て
決
定
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
は
人
問
の
・
罠
気
位
が
予
め
有
す
る
傾
向
と
、
動

機
が
指
向
し
た
対
象
に
対
す
る
人
間
の
観
点
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

動
機
は
説
得
に
よ
っ
て
高
め
ら
れ
、
巳
首
α
の
状
態
が
変
る
に
伴
っ

て
変
化
す
る
。
物
質
界
は
原
因
と
結
果
の
絶
問
な
き
反
復
を
繰
返
し

て
お
り
、
乏
一
ご
は
動
機
と
原
因
の
間
に
存
す
る
ダ
イ
ナ
ミ
ヅ
ク
な
一
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段
階
と
し
て
措
定
さ
れ
て
い
る
。
耕
な
一
連
の
動
機
に
よ
っ
て
必
然

的
に
新
な
行
動
が
生
じ
て
く
る
。
か
く
て
、
人
間
は
究
局
の
存
在
者

た
る
神
、
あ
る
い
は
道
徳
律
へ
の
完
全
な
服
従
へ
と
接
近
し
得
る
の

で
あ
る
。
こ
れ
が
人
間
に
お
け
る
最
高
度
の
自
由
で
あ
っ
た
。

　
プ
リ
ー
ス
ト
リ
ー
は
必
然
性
を
、
神
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た
原
因

と
結
果
の
鎖
に
他
な
ら
ぬ
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
は

必
然
論
を
人
間
の
不
自
由
を
証
拠
立
て
る
も
の
と
し
て
で
は
な
く
、

神
に
よ
る
創
造
の
客
観
的
掻
的
を
完
遂
す
る
た
め
の
、
小
さ
い
な
が

ら
も
本
質
的
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
一
部
と
し
て
人
聞
を
設
定
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
慰
事
や
超
自
然
的
な
も
の
を
拒
否
し
、
運
命
論
や
予
定

説
を
克
服
す
る
と
共
に
、
自
由
意
志
の
無
秩
序
に
堕
す
る
こ
と
を
防

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

ぎ
、
人
間
の
救
済
の
確
実
性
を
明
ら
か
に
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
神
が
形
成
し
た
巨
大
な
哲
学
的
機
構
た
る
宇
宙
の
穏
的
は
、
人
閥

の
幸
福
達
成
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
す
べ
て
の
も
の
は
全
宇
宙
の
最

大
の
善
を
現
実
す
る
た
め
に
設
定
さ
れ
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
り
、
国

家
は
自
由
を
達
成
し
進
歩
を
促
進
す
る
役
割
を
分
担
せ
し
め
ら
れ
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
プ
リ
ー
ス
ト
リ
ー
に
と
っ
て
、
公
共
の
善
こ

そ
国
家
に
お
け
る
正
・
不
正
の
黄
金
律
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
同
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

に
個
人
の
道
徳
的
義
務
の
基
礎
た
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

　
人
類
を
進
歩
の
方
向
に
沿
っ
て
幸
福
へ
と
導
く
こ
と
は
神
の
摂
理

で
あ
り
、
留
女
と
は
し
て
も
確
実
な
歩
み
で
あ
る
進
歩
の
流
れ
は
一

時
的
に
阻
止
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
最
終
的
に
は
破
砕
さ
れ
る
。

悪
は
善
に
、
不
完
全
は
完
全
に
と
、
「
自
然
の
野
原
し
い
仕
組
」
の
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ち
で
そ
れ
ぞ
れ
の
修
正
の
方
途
を
発
見
す
る
。
プ
リ
ー
ス
ト
リ
ー
は

以
上
の
よ
う
に
考
え
る
の
で
あ
る
。
ウ
ィ
レ
ー
が
彼
を
．
．
σ
q
O
蜜
ρ
暮

領
。
σ
q
話
ω
ぞ
冨
け
、
、
と
規
定
す
る
の
も
妾
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
は

た
だ
す
べ
て
を
自
然
の
本
性
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
を
主
張
し
た
の
で
は

な
い
。
必
然
に
逆
っ
て
進
歩
を
押
し
止
め
ん
と
す
る
空
し
い
努
力
に

警
告
を
発
す
る
と
共
に
、
必
然
的
な
進
歩
の
方
向
を
認
識
し
、
そ
の

進
歩
を
促
進
せ
し
め
る
努
力
を
奨
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
彼
は
、
す

べ
て
の
成
長
し
つ
つ
あ
る
も
の
に
よ
り
多
く
の
自
由
を
与
え
る
な
ら

ば
、
そ
れ
は
よ
り
｝
層
完
全
な
も
の
に
な
る
と
い
う
の
は
普
遍
的
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

則
で
あ
る
と
断
じ
て
い
る
。
彼
は
、
変
化
、
革
新
は
必
然
的
で
あ
り
、

従
っ
て
そ
れ
は
善
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
と
云
え
る
。

　
既
述
の
如
く
、
政
府
は
薩
接
社
会
の
成
員
の
生
命
、
自
由
、
財
産

を
脅
か
す
恐
れ
の
な
い
事
柄
に
介
入
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
主
張

は
、
デ
ィ
セ
ソ
タ
ー
ズ
の
伝
統
的
立
場
で
あ
っ
た
が
、
プ
リ
ー
入
ト

リ
ー
は
さ
ら
に
人
間
に
自
己
の
力
と
重
要
性
の
継
続
的
自
覚
を
も
た
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ら
す
政
治
的
・
市
民
的
自
由
を
与
え
る
必
要
を
力
説
し
、
、
公
共
的
善

は
事
物
を
宙
然
に
ゆ
だ
ね
、
個
廊
人
の
行
為
．
発
意
に
ま
か
せ
る
こ

と
に
よ
っ
て
の
み
達
成
さ
れ
る
場
合
が
多
い
と
し
、
人
望
の
多
様
性

を
無
視
し
た
画
一
的
な
国
家
の
規
制
を
排
除
す
る
こ
と
を
求
め
て
い

砺
・
彼
の
国
家
理
論
篁
と
し
霊
・
ク
罷
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ

る
が
、
特
に
注
目
す
べ
き
点
と
し
て
、
彼
が
、
国
家
が
も
と
も
と
投

圧
の
機
関
で
あ
る
こ
と
、
国
家
の
権
力
が
社
会
の
富
裕
階
級
の
手
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

に
あ
る
こ
と
を
明
察
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
こ
う
し
た
観

点
か
ら
、
国
家
の
臼
的
は
社
会
全
成
員
の
幸
福
の
達
成
に
あ
り
、
そ

の「

ｽ
め
に
は
国
家
の
統
網
を
廃
し
霞
由
を
与
え
る
べ
き
で
あ
る
と
い

う
彼
の
要
求
を
検
討
す
れ
ば
、
そ
れ
は
現
存
の
国
家
理
念
に
対
す
る

根
本
的
変
革
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
彼
は
法
規
は
習
慣
や
先
例
に
従
っ
て
法
律
家
が
棚
定
し
た
も
の
で

あ
る
故
に
、
必
ず
し
も
無
条
件
で
遵
守
す
べ
き
も
の
と
は
考
え
て
い

な
い
の
で
あ
％
現
存
の
政
治
機
構
は
征
紀
も
以
前
に
髪
さ
れ

た
も
の
の
固
定
化
で
あ
り
、
進
歩
の
理
念
に
照
し
て
も
受
け
入
れ
難

い
も
の
と
考
え
て
い
る
。
三
権
分
立
に
よ
る
権
力
の
均
衡
が
専
制
を

阻
止
し
て
い
る
と
い
う
説
明
は
神
話
に
す
ぎ
ず
、
与
論
の
力
の
み
が

イ
ギ
リ
ス
の
政
体
の
専
制
化
を
阻
止
し
て
い
る
と
断
定
す
る
。
彼
は

普
通
選
挙
制
度
を
肯
定
し
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
改
革
の
鍵
を
代
表
糊

に
求
め
、
秘
密
投
票
を
要
求
し
、
少
く
と
も
下
院
が
人
民
の
真
の
代

表
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
改
革
は
何
ら
の
困
難
な
し
に
な
し
得
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

で
あ
ろ
う
と
主
張
し
て
い
る
。

　
彼
は
、
も
し
部
分
的
敬
革
が
そ
の
鼠
的
を
満
す
に
充
分
で
あ
れ
ば
、

全
諏
的
変
革
よ
り
好
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
が
、
し
か
し
、
古
い
政

体
の
補
修
が
全
く
画
し
い
努
力
で
あ
り
、
人
々
が
新
し
き
も
の
を
望

む
な
ら
ば
、
あ
た
か
も
古
い
家
屋
を
引
き
倒
し
、
新
し
い
便
利
の
良

い
家
量
を
土
台
か
ら
築
い
て
い
く
如
く
、
政
体
を
変
革
し
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
と
い
う
確
儒
を
抱
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
補
修
の
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

め
に
無
駄
金
を
投
ず
る
の
愚
を
避
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
プ
リ
ー
ス
ト
リ
ー
は
自
由
を
政
治
的
蔭
由
と
市
民
的
自
由
に
分
け

て
考
え
る
。
彼
は
国
家
に
お
け
る
訪
ら
ゆ
る
権
力
は
宏
量
に
発
す
る

と
い
う
立
場
に
立
ち
、
人
斑
は
す
べ
て
平
等
に
公
職
に
就
く
機
会
を

有
す
べ
き
こ
と
、
少
く
と
も
公
職
に
就
く
人
々
を
指
名
す
る
権
利
を

も
つ
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
。
こ
れ
こ
そ
彼
に
お
け
る
政
治
的
自
由

　
　
　
⑳

で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
主
張
は
露
ッ
ク
の
政
治
理
論
に
基
礎
づ
け
ら

れ
、
テ
ス
ト
・
ア
ン
ド
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
翼
ソ
・
ア
ク
ツ
に
反
対

す
る
デ
ィ
セ
ン
タ
ー
ズ
の
心
情
か
ら
発
し
た
も
の
と
云
い
得
よ
う
。
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一
方
、
甫
民
的
自
由
は
国
家
の
成
員
が
自
ら
の
た
め
に
保
留
す
る
自

然
権
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
国
家
が
一
層
の
考
慮
を
も
っ
て
保
障
す
べ

き
諸
権
利
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
教
育
の
毒
言
、
良
心
の
自
由
を
主
た

る
内
容
と
す
る
。
彼
の
教
育
理
念
は
デ
ィ
セ
ソ
タ
ー
ズ
・
ア
カ
デ
ミ

ー
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
も
の
で
あ
り
、
そ
の
第
一
の
穆
的
を
各
人
に

神
の
宇
宙
計
画
を
実
現
す
る
道
具
た
る
こ
と
を
慮
覚
せ
し
め
る
点
に

お
い
て
い
る
。
同
時
に
教
育
は
社
会
生
活
に
お
け
る
実
践
的
な
知
識

を
前
も
っ
て
与
え
る
と
い
う
世
俗
約
機
能
を
も
併
せ
持
っ
て
い
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
を
確
認
し
て
い
る
。
第
一
の
目
的
は
良
心
の
自
由
の
権
利
と
不
可

分
で
あ
り
、
第
工
の
目
的
は
社
会
的
進
歩
を
促
進
す
る
市
民
的
訓
練

と
し
て
必
然
的
に
敷
治
的
目
標
を
持
つ
に
至
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し

た
が
っ
て
、
教
育
は
困
家
の
統
制
か
ら
完
全
に
自
由
で
あ
る
べ
き
で

あ
る
と
い
う
主
張
は
、
人
間
の
本
質
が
多
様
で
あ
る
と
い
う
観
点
か

ら
も
、
さ
ら
に
、
偏
見
な
き
自
由
な
教
育
に
よ
っ
て
の
み
、
正
し
い

信
仰
が
得
ら
れ
る
と
い
う
観
点
か
ら
も
当
然
の
こ
と
で
あ
る
と
云
え

よ
う
。

　
プ
リ
ー
ス
ト
リ
ー
に
と
っ
て
、
良
心
の
自
由
は
正
に
市
民
的
自
由

の
核
心
で
あ
っ
た
。
宗
教
こ
そ
人
聞
の
本
質
的
財
産
で
あ
り
、
人
間

を
人
間
た
ら
し
め
る
不
可
欠
の
要
因
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
彼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ヴ
イ
ル
ロ
つ
ジ
ス
ト
レ
イ
ト

は
宗
教
問
題
に
関
す
る
世
俗
的
権
力
の
介
入
を
一
切
排
除
す
る
こ

　
　
　
　
　
㊧

と
を
要
求
す
る
。
こ
う
し
た
態
度
が
、
デ
ィ
セ
ソ
タ
ー
ズ
の
精
神
的

伝
統
を
基
本
的
に
継
承
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
い
ま
さ
ら
多
言

を
要
し
な
い
。

　
プ
リ
ー
ス
ト
リ
ー
に
お
い
て
は
、
右
に
述
べ
た
如
き
、
不
可
侵
の

生
得
権
た
る
市
民
的
霞
由
は
、
政
治
的
自
由
の
確
立
を
前
提
と
し
て

の
み
、
保
障
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
っ
た
。
社
会
的
進
歩
を
目
指
す
平

和
な
社
会
的
協
力
、
思
想
の
自
由
な
表
現
や
伝
達
を
脅
か
し
、
儒
仰

箇
条
を
設
け
て
宗
教
的
・
科
学
的
真
理
の
探
求
を
阻
害
し
、
宗
教
的

少
数
派
か
ら
市
民
的
資
格
を
剥
奪
す
る
が
如
き
一
切
の
恣
意
的
諸
立

法
、
諸
制
度
は
、
正
に
神
の
摂
理
を
阻
止
せ
ん
と
す
る
不
遜
な
試
み

と
し
て
破
砕
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

　
プ
リ
ー
ス
ト
リ
！
と
共
に
急
進
主
義
運
動
に
お
け
る
ラ
シ
ョ
ナ
ル

・
デ
ィ
セ
ソ
タ
ー
ズ
の
指
導
的
人
物
の
一
人
で
あ
っ
た
プ
ラ
イ
ス
は
、

し
ば
し
ば
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
宗
教
的
に

は
ア
リ
ア
ン
と
し
て
留
り
、
プ
リ
コ
ス
ト
リ
ー
の
必
然
論
に
反
対
す

る
と
共
に
、
ユ
ニ
テ
リ
ア
ニ
ズ
ム
の
土
版
で
あ
っ
た
経
験
主
義
哲
学

に
極
め
て
批
判
的
で
あ
り
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
・
プ
ラ
ト
ニ
ス
ト
の
伝

統
に
立
っ
て
、
デ
カ
ル
ト
的
な
自
明
的
な
真
理
を
直
観
す
る
先
験
葡
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⑳

悟
性
の
存
在
を
主
張
し
た
。
こ
の
悟
性
こ
そ
感
覚
に
と
ど
め
ら
れ
た

印
象
か
ら
現
実
そ
れ
自
体
の
本
質
、
①
8
窮
巴
鼠
冒
9
た
る
神
の
計

画
を
知
ら
し
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
プ
ラ
イ
ス
に
よ
れ
ば
、
人
間
の
道
徳
的
感
覚
は
単
な
る
育
目
的
本

能
で
は
な
く
、
道
徳
的
行
為
の
目
標
は
快
楽
主
義
的
自
己
満
足
に
あ

る
の
で
は
な
い
。
道
徳
的
判
断
は
思
惟
作
用
に
基
づ
い
て
い
る
の
で

あ
り
、
道
徳
的
原
則
は
感
覚
的
知
覚
か
ら
生
ず
る
の
で
は
な
い
。
す

な
わ
ち
、
行
為
の
真
の
実
体
で
あ
る
善
・
悪
の
認
識
は
上
述
の
悟
性

に
よ
っ
て
可
能
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
善
・
悪
を
認
識
す
る

度
合
、
そ
の
認
識
主
体
の
実
践
的
能
力
は
そ
の
主
体
の
有
す
る
悟
性

　
　
　
　
　
　
　
㊧

の
力
に
応
じ
て
い
る
。

　
善
は
真
理
ロ
神
の
計
画
の
一
部
で
あ
り
、
こ
の
真
理
追
求
は
人
間

精
神
の
固
有
の
目
的
で
あ
る
。
人
閾
の
本
質
が
真
理
認
識
の
能
力
の

多
少
に
か
か
わ
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
無
限
の
進
歩
の
可
能
性
を
も

つ
人
間
精
神
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
こ
と
は
悟
性
の
活
動
を
妨
げ
ぬ

自
由
が
存
在
す
る
こ
と
、
こ
れ
こ
そ
人
間
が
要
求
し
得
る
最
も
重
要

な
権
利
で
あ
っ
た
。
プ
ラ
イ
ス
に
よ
れ
ば
、
徳
行
と
は
強
制
さ
れ
た

行
為
で
は
な
く
、
自
己
の
良
心
の
自
由
な
決
定
に
従
っ
た
行
為
た
る

べ
き
で
あ
り
、
行
為
の
背
後
に
横
わ
る
動
機
は
常
に
絶
対
的
徳
（
H

神
の
一
部
）
に
意
識
的
に
指
向
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
主
張

さ
れ
て
い
る
。
人
間
が
か
か
る
完
全
な
道
徳
的
自
由
と
自
己
決
定
を

本
質
的
な
も
の
と
す
る
限
り
、
正
に
こ
の
点
に
市
民
的
・
政
治
的
自

由
を
要
求
す
る
確
実
な
基
礎
を
プ
ラ
イ
ス
は
見
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
プ
ラ
イ
ス
に
お
け
る
自
由
は
、
自
己
指
令
ω
①
罵
－
O
貯
Φ
O
慧
O
歌
津
己

統
治
器
一
や
σ
q
o
く
①
三
日
Φ
馨
の
観
念
か
ら
導
か
れ
た
肉
体
的
、
道
徳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

的
、
宗
教
的
、
市
罠
的
と
い
う
四
つ
の
自
由
で
あ
り
、
全
体
的
に
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

分
自
身
の
意
志
に
従
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
状
態
を
意
味
し
て
い
る
。

他
人
の
意
志
に
服
従
す
る
こ
と
な
く
、
私
的
生
活
に
お
い
て
は
肖
ら

自
己
の
運
命
を
形
成
し
、
公
的
生
活
に
お
い
て
は
自
ら
自
己
の
立
法

者
た
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
吾
々
が
こ
こ
に
お
い
て
特
に
問
題
に
す
べ

き
市
民
的
自
由
に
つ
い
て
述
べ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
国
家
一
市
民
社
会

が
霞
ら
の
決
定
に
基
づ
い
て
自
己
統
治
を
行
う
力
を
意
味
し
て
い
る
。

彼
に
お
い
て
は
、
市
民
的
自
由
と
は
政
治
的
虜
由
と
同
義
で
あ
り
、

そ
れ
は
法
に
よ
る
統
治
で
は
な
く
人
々
に
よ
る
統
治
に
お
い
て
実
現

し
得
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
法
が
人
々
の
着
意
に
よ
ら
ず

し
て
、
一
個
人
あ
る
い
は
徒
党
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
時
、
法
に
よ
る

統
治
は
隷
属
以
外
の
何
物
で
も
な
か
っ
た
。
プ
ラ
イ
ス
は
、
完
全
な

る
市
民
的
自
由
は
小
国
に
お
い
て
の
み
享
受
し
得
る
と
考
え
た
の
で
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あ
る
が
、
大
国
の
場
合
に
も
完
全
な
自
由
へ
と
接
近
し
得
る
方
法
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
プ
ス
テ
チ
ユ
ロ
ト

存
在
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
人
肉
が
代
理
者
あ
る
い
は

レ
プ
リ
ゼ
ン
タ
テ
イ
ヴ

代
表
者
を
指
名
し
、
必
要
な
綱
限
の
下
に
立
法
の
権
眼
を
委
託
す

る
こ
と
で
あ
っ
た
。
彼
等
の
権
限
を
短
期
關
に
限
り
、
彼
等
が
正
当

に
選
ば
れ
て
お
れ
ば
、
撃
茎
は
最
高
度
に
享
受
し
得
る
と
考
え
ら
れ

　
　
　
　
　
⑳

た
の
で
あ
る
。
プ
ラ
イ
ス
に
よ
れ
ば
、
撫
家
と
は
人
々
の
意
志
を
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

計
し
、
そ
れ
を
実
施
に
移
す
機
構
た
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
し
こ
う
し

て
政
治
思
想
が
彼
の
道
徳
哲
学
か
ら
直
接
に
も
た
ら
さ
れ
た
と
い
う

点
を
充
分
に
考
慮
す
れ
ば
、
国
家
を
構
成
す
る
人
な
の
真
の
意
志
と

は
各
自
の
道
徳
的
自
由
を
保
障
す
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、

国
家
は
各
人
の
道
徳
的
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
組
識
さ
れ
た
社
会

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
霞
立
棒
社
会
に
お
い
て
協
同

す
る
自
立
的
個
人
の
臼
治
を
保
障
す
る
た
め
に
整
備
さ
れ
た
政
治
的

機
構
、
す
な
わ
ち
、
近
代
政
治
理
論
の
偉
大
な
発
見
で
あ
る
代
議
制

　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
あ

の
正
し
い
実
施
が
要
求
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
プ
ラ
イ
ス
は
、
名
誉
革
命
は
三
つ
の
権
利
…
e
、
宗
教
問
題
に
お

け
る
良
心
の
自
由
、
⇔
、
権
力
の
濫
用
に
対
す
る
抵
抗
、
㊨
、
自
己

の
統
治
者
の
任
免
お
び
政
府
の
形
成
…
を
明
確
に
し
允
の
で
あ
り
、

そ
の
成
果
は
偉
大
で
あ
っ
た
が
決
し
て
完
全
な
も
の
で
は
な
か
っ
た

と
述
べ
て
い
る
α
彼
は
革
命
が
取
残
し
た
不
完
全
な
状
態
は
就
中

「
代
議
制
の
不
平
等
」
に
示
さ
れ
て
い
る
と
断
じ
、
次
い
で
こ
の
イ

ギ
リ
ス
の
政
治
組
織
に
お
け
る
欠
陥
は
極
め
て
大
き
く
か
つ
明
白
で

あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
の
形
式
と
理
論
の
特
色
と
な
っ
て
い
る
と

述
べ
て
い
る
。
プ
ラ
イ
ス
は
、
代
議
制
こ
そ
憲
政
上
の
霞
由
の
基
礎
、

あ
ら
ゆ
る
合
法
的
政
府
の
基
礎
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
代
議
制
を
伴

わ
ぬ
政
府
は
権
利
な
き
纂
奪
に
す
ぎ
ぬ
と
主
張
す
る
。
　
「
代
議
制
が

不
完
全
な
時
、
、
王
国
は
自
由
を
不
完
全
に
所
有
す
る
に
す
ぎ
な
い
。

そ
し
て
、
も
し
（
代
議
制
が
）
極
度
に
不
完
全
な
ら
ば
、
そ
の
代
議

制
は
見
せ
か
け
の
自
由
を
与
え
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
も

し
（
代
議
制
が
）
極
度
に
不
完
全
た
る
の
み
な
ら
ず
（
御
袋
が
）
腐
敗

的
に
選
出
さ
れ
、
選
出
後
、
腐
敗
的
な
彬
門
下
に
あ
れ
ば
、
代
議
制

は
頭
痛
の
種
と
な
り
、
あ
ら
ゆ
る
政
府
の
形
態
で
最
悪
の
も
の
と
な

ろ
う
。
」
　
イ
ギ
リ
ス
の
代
議
欄
の
不
完
全
さ
は
永
年
に
わ
た
っ
て
苦

情
の
対
象
で
あ
り
、
根
深
い
不
満
を
も
た
ら
し
て
い
た
。
プ
ラ
イ
ス

は
三
園
を
愛
す
る
も
の
と
し
て
、
完
全
な
る
代
議
制
の
実
現
に
努
力

す
る
以
上
に
重
要
な
義
務
は
な
い
と
断
じ
た
の
で
あ
る
。

　
①
『
。
・
冨
曽
ミ
ミ
旧
く
。
劉
①
‘
冨
．
峯
峯

　
②
ω
窪
。
ヨ
g
葬
。
》
ミ
こ
畠
・
H
×
・

　
③
。
陰
け
。
9
。
汐
愚
．
ミ
こ
ぐ
。
ド
H
H
℃
や
δ
㊤
・
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や
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。
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五
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国
家
と
宗
教
の
分
離
を
要
求
す
る
理
論
的
根
拠
は
決
し
て
一
様
の

も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
宗
教
的
理
念
に
お
い
て
相
違
し
て
い

た
プ
リ
ー
ス
ト
リ
ー
と
プ
ラ
イ
ス
の
場
含
に
見
ら
れ
た
如
く
、
良
心

の
霞
晦
と
政
治
的
自
由
を
不
可
分
の
も
の
と
し
て
考
え
る
点
に
お
い

て
は
両
者
と
も
共
通
す
る
も
の
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
鼠
象
に
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急進主義運動におけるラシuナル・ディセソターズの伝統（板橋）

よ
ウ
て
保
護
さ
れ
た
特
権
的
教
会
の
必
要
は
否
定
さ
れ
、
む
し
ろ
国

家
に
依
存
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
教
会
は
腐
敗
す
る
と
考
え
、
寅
由
な

教
会
こ
そ
が
神
の
真
理
を
最
も
効
果
的
に
探
求
し
得
る
と
い
う
略
没

一
致
し
た
考
え
を
抱
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
回
心
せ
る
人
女
に
よ
る
独
立
の
教
会
の
形
成
の
自
由
、
宗
教
問
題

に
対
す
る
国
家
の
強
制
力
の
廃
止
と
い
っ
た
初
期
の
ピ
茸
，
リ
タ
ソ

に
お
け
る
感
情
は
、
啓
蒙
的
・
合
理
主
義
的
諸
理
念
の
滲
透
と
共
に
、

自
然
法
に
基
ず
く
功
利
主
義
的
国
家
観
と
結
合
す
る
に
至
り
、
　
「
寛

容
』
は
宗
教
的
概
念
か
ら
政
治
的
二
藍
へ
、
さ
ら
に
法
的
概
念
へ
と

押
し
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
外
、
真
理
認
識
の
主
体
と
し
て

の
個
人
の
重
要
視
が
強
調
さ
れ
、
良
心
の
自
由
は
科
学
的
真
理
に
対

す
る
愛
情
と
結
合
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
ラ
シ
コ
ナ
ル
・
デ
ィ

セ
ソ
タ
ー
ズ
は
正
に
か
か
る
啓
蒙
主
義
に
よ
っ
て
変
容
せ
し
め
ら
れ

た
ピ
ュ
ァ
リ
タ
ソ
に
外
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
彼
ら
の
精
神
的

・
知
的
伝
統
を
継
承
し
、
ピ
ュ
ァ
リ
タ
ソ
的
な
敬
虚
な
宗
教
的
感
情

と
厳
し
い
自
己
検
証
を
放
棄
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
、
都
市
貴
族
的
ウ
イ
ッ
グ
が
人
闘
の
宗
教
的
信
念
は
彼
の

政
治
的
権
利
と
は
関
係
な
い
と
い
う
立
場
に
立
ち
、
宗
教
的
寛
容
に

大
き
な
同
情
を
示
し
な
が
ら
、
国
家
の
本
来
の
関
心
を
財
産
の
保
護

で
あ
る
と
強
調
す
る
こ
と
に
よ
◇
て
、
宗
教
を
世
俗
外
の
事
柄
と
し

て
政
治
か
ら
切
離
す
素
振
を
示
す
の
み
で
ラ
シ
ョ
ナ
ル
．
デ
ィ
セ
ソ

タ
ー
ズ
の
要
求
す
る
如
き
政
治
的
改
革
に
は
熱
意
を
示
さ
な
か
っ
た

態
度
と
極
め
て
対
象
的
で
あ
っ
た
と
云
え
る
。

　
ラ
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
ィ
セ
ソ
タ
ー
ズ
の
テ
ス
ト
・
ア
ン
ド
・
コ
ー
ポ

レ
イ
シ
竃
ソ
・
ア
ク
ツ
撤
廃
の
運
動
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
を
模
機
に

結
集
し
た
保
守
的
・
反
動
的
勢
力
に
よ
っ
て
、
伝
統
的
な
イ
ギ
リ
ス

の
政
体
を
滅
亡
に
導
く
も
の
と
し
て
激
し
い
攻
撃
に
さ
ら
さ
れ
る
に

至
っ
た
。
こ
れ
は
、
ラ
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
ィ
セ
ソ
タ
ー
ズ
が
す
べ
て
の

人
閾
的
な
支
配
や
権
威
に
反
対
し
、
神
の
計
画
を
地
上
に
お
い
て
実

現
せ
ん
と
す
る
共
通
の
精
神
的
伝
統
を
媒
介
と
し
て
、
宗
教
的
自
由

の
遍
い
を
必
然
的
に
政
治
斗
争
た
ら
し
め
た
か
ら
に
直
な
ら
な
い
。

彼
ら
の
政
治
的
目
的
は
彼
等
の
世
代
に
お
い
て
達
成
さ
れ
な
か
っ
た

し
、
国
教
制
度
は
そ
の
後
も
存
続
し
た
。
し
か
し
こ
の
事
実
を
も
っ

て
彼
等
の
行
動
が
単
な
る
無
駄
花
で
あ
っ
た
と
断
ず
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
宗
教
的
自
由
に
発
し
た
彼
等
の
斗
争
の
成
果
は
、
そ
の
後
に

お
け
る
自
由
主
義
的
政
治
理
論
お
よ
び
そ
の
実
践
に
対
し
、
さ
ら
に

自
由
主
義
思
想
一
般
に
対
し
愚
弄
す
る
こ
と
の
で
き
ぬ
大
き
な
影
響

を
与
え
た
と
云
っ
．
て
過
言
な
か
ろ
う
。
　
　
）
都
留
文
科
大
学
助
教
授
）
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military　ofiicials，　which　ls　’ ＝@miniature　of　the　Japanese　power　sh’ucture

at　the　end　of　the　Mei］’i　ilN’ts　era．

On　the　Agricultural　Technique　in　the　Four　Chapters　of　the

　　　Liz層shilz’ch’Ulz“ts”iU　shan8－nztn．o呂氏春秋上農and　Others

　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　
Toshikazu　Oshima

　　Generally，　in　the　Chct’n．勧。戦国　period（the　3rd　and　4th　centtiries，

B．　C．）　in　China，　iron　tools　o’f　farming　were　popularized　and　the　＄o－

called　ox－farming　that　a　plough　with　an　iron　edge　was　pulled　by　an

dx　enabled　deep　cultivation；　agricultural　art　is　said　to　have　made

progress　and　productive　power　of　agrieulture　to　have　been　increased．

Some　scholars，　however，　have　their　doubts　about　ehis　progress，　and

it　is　not　clear　yet　what　the　then　agricultural　art　was．

　This　article　seek．s　to　make　an　aspect　of　the　then　agricultural

clear　from　the　documents　of　the　four　chapters　of　Shang－nung

others量n　the　Lii－shih－ch’ma．ts’伽二二春秋上農二四編，　refering　to

Tai－t’ien－fa代田法in　the　Han漢dynasty．

art

and

鋤e

Traditions　of　Rational’Dissenters　in　the　Radical

　　Movement：　A　Note　on　lntellectual　Hlstory

　　　　　　　　　in　the　lstla　Century　England

by

Shlgeo　ltabaski

　The　Radical　Moxrement　oceurred　iil　England　towarcl　the　end　of　the

i8th　century　was　an　anti－governinental　movement　raised　against　the

aristocratic　oligarchy　which　had　been．establish．ed　since　the　Glorious

Revolution．　ln　this　political　struggle）　radical　dissenters，　who　demanded

religious　freedom，　played　an　important　role．

　Theologically　this　small　group　of　intellectual　elite　were　no　imme－

diate　successors　of　the　17th　century　Puritanism　in　England．　ln　the

intellec加al　trad組on　a簸d　religious　se飢呈ment，　however，伽ey　inher圭ted

（167）



the　1ntrinsic　．spirit　of　the．　17th　century　Puritanlsm；　they　tr’ 奄?ｄ．　to

a£tain　what　the　17th　century　Puritans　had　le’ft　undene・一・…the　perfect

freedoin　of　faitk　and　the　coRstitution　in　which　such　freedo1k　can　1）e

maintained．

The　Scale　and　Structure　of　Gutter　and　its　Labogr

　　　　　　　　　　Amount　in　Mediaeval　Japan

　　　　　about　the　Todaidi東大寿tefritory　in　j動厩伽越．前

　　　　　　　　　　　　　　　　　’　by

　　　　　　　　　　　　　　　　　Tokiji　Mizuno

　　The　7¶δ磁ゆ東大寺terr呈tory　in　the　Echi2en越前country　occupied

tke　wide　region　o’f　the　Fztkui　”・｝一ti’iliF　Piain．　As　£he　cultivation　of　the

manors　in　the　region　was　in＄eparable　from　the　excavation　of　gutters，

engineering　technique　was　necessary　for　the　excavation，　whi’ch　we

can　iearn　from　£he　documents　about　its　scale，　its　structure，　and　itS

lqbour　amouRt．　The　former　study　has　been　accomp｝ished　on　this

point，　which　did　not　agree　in　quantity　of　the　scale　and　strueture　of

・gutters．

　　This　article　tries　to　examine　its　quantity　throug’h　possibly　reasonably

inteypretation，　considering　the　former　ar£icles．　Without　definition　of

／6丈in　the　documents　by　the　then　measure，　it　proved　tliat　we

cannot　only　explain　the　scale　and　structui“e　but　labour　amount．　Be

・af6，ジio　Shalt・u尺in　theκ。γ吻伽高麗尺and・12伽々％．in　the

％畝z∫5乃αんκ　∫蕎大ノミ”　　aftey　the　6£h　of　研α46　不臼郵司，　and　the　vertica重

se6tion　of　gu£ters　｝“ectangular，一the　given　documents　shou！d　be　rea．soB－

ab1y　understood　in　quantity．　On　the　supposition　that　there　exists

the　proper　standard　ef　labour　about　labour　amount，　the　standard

proved　to　be　applied　to　any　gutter．
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